
明

f A 口

‘ 四
ー．~／＇ I 

十

一一
年

度

事

業 H

報

£、』Eヒー3〆

第
ぐ ・ーー・

十

競



｜「一
地
質
調
査
所
報
告
第
二
十
続

目

4足

明
治
四
十
二
年
度
事
業
報
告

明
治

四
十
三
年
入
月

頁



明

治

四

十

二

年

度

事

業

報

告



明
治
四
十
二
年
度
事
業
報
告

目

:9¥ 

地

質

係
r目、

一、守”
，戸・、

一一、』〆
－－、
一一一） 
（四）

r旬、

一」J
，声、、

一一、・＿，
，.－、

一ー一） 
（四）

頁

闘
幅
調
査
・
：
：
：

－ 

． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ， ． 
． 
一
頁頁

木智鴎幅・・・・・・・・・・・・
・・・
・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
2

・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・’・・・・・・
：五

平
戸
園
帳
・
・
・
・
・
・
・．．．．．
 
，
 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．
．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
－－－－－－－－
2

・・・・・・・｝

ニ
頁

：
：
一
七
頁 頁

絹
江
闘
幅
・
：
：
：
t

特

別

調

査

二

七

頁

油

田

調

査

,.f::; 

頁

九

州

火

山

調

査

j
i
－－

一
一
頁

木
管
御
料
地
地
質
調
査
－
－－－－
－－－－－－－－－－－
－－－－－－－
－－－－－
－－－－
－－－
－－－－－－－
－－－－－－－－－－
－j
i

－
－
四
三
頁

唐
津
炭
田
地
質
調
査
・
J
i
t
－－：

：・：
・四

七

頁

；
h
t
Li
f
F
I
l
l
F
d
HL
 



分 地
ご一一析一一形一一 一 ，.－町、，戸、 ，...町、，，曲旬、 戸｛司、 r’E町、戸F司、、

係 係十十九八~六五. ； ：ー『4 、』J 、ーJ 』』－ ...＿＿..』ーJ 、」－
越一遼花 ~ 製地； ） 

後~尚 ；固 形 ；常 阿浅栂江磐松－． ． ． 
泊友岩 ij 測 j陸蘇間前濃城島
井越感； ； 量 j水火火火震湯炭
内後用； ；； ：源山山山災本鍍・・ ・・ ．． ． ．． 
湿 産 誠； ；；；涌 新爆爆地温地

度石験；；；；養噴裂裂調泉質

調泊；： j ； ； 試火貴賓 査 調調．． ・ー － － ． 

ヨ苦 慮； ： ： ： ；駿口況況：査査
用：：：： ： 地調調調－ ． ・ ．’． ・． ・・．・ ． ・ ． ・ ・ ．
誌・ ・・ ・ ・調査査査・. . . ー － ・ ． ．. . • . .. . ・ ． ．・．・ ． ・ ． ・． 、
j験 ． ．． ．．査・ － ー・ ・．’ ・・ ・ ．． ．’ ・ ー ・・． ．． ー ・ ・ ．－・ . : ・． ．． ．， ．． － ． ’畠ー ・． ．． ． ・． ・． ． ． －－ ・e ．・ ・・ ．． ．． ・． ・. -・－ －・ : ~ー ．邑－ ．． 

' ' ; ：一 ： ' ：‘ iー ・iミ・： ：：：ー． ＇.ー ; 
－ － ．． ．． ．． ．． ・－－ a，・』 ．・ー ・0 ・・ ，・ . : : － ． ． ． ・ ー・ ・’ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． 
唱．． ・ ，．・． ．‘． ・a・ ・・・ ．・・’ ・・・. ．・． ー・ー． ．－『 ．： ・－． ・－． ． ． － 
・：・．・ －．・・． ．－．．． －・・．．． －・・・．． －・・．．． ．．．．．． ・．．．．． ． ＝．ー．・ ．． ・一： ・・；．ー －：ー．． ；・ ．． ・．． 
－ ．． ・ ~ ：司： ' ．：・ ．． 『：， ~ 1 ・－・・ r・．・ － ．． ・ －．．． －．．． －．・・ ， ． － ． 
・－ ．－ ・－ ー・ ・－ ・－ －・ : : : : : : : 
・・・・：・・ ．・：．－．． ・・・・：： ・・：・．． ・ ・．・・：－ ・．． ー・・：・ ・．・・：・ ．・．． ：・・ ．・．． ・：． ・：．・．． ：．・一・：． ．．・・：． ． －．・：． ： ： ．． 

－・・－・ ．． ・・．・ －・・・．・ ．・．・・・ ．． ・．．． ．．・．． ・ ・・・．． ・ ．．． ：． ． ．． zニ・ ．． ・：．ー t・ム・．． ・．・：ー ・・・．． ・ ．．．．．． 
. : . . . . . .・・・．
九八八八八一七 七 主主一七六六六五

一六一一 0 九九右四 0 八 ：＝： 0 八

頁頁頁頁頁頁頁頁頁頁頁頁頁頁



四

分

析

試

験

細

別

表

九

頁

廃
務
・
：

九
七

頁

五

頁

出
版
物
：
：
・地
周
：
：
：

：
j

i
－
－
九
右
頁

・：
九

九

頁

陳

列

館

女
庫
：
：
：・

：一

O
一
頁



筒ヨ 七間七 ． 夏園 明
草 戸コ戸

J引i日、
コ向島之国 七調

四ジ百幅ヲ幅 戸査、
ートテ 四 ＇f－＂、結r 木

園十北了 J、 曾ニ 地 －一
、 一幅二緯ジ大 幅於ー質 年

地度四タ
，，戸－、、
日一江テ 係 度ノ 二十 リ方 ） 園ノ、園

西至度
技レ］幅前師'I＇田

事．

建 業一 師 ノ年一
之戸地度調ニ陸十

報
J、奥分 ヲ園質ヨ査

t仁t=l二南北ヨ 携幅調 地
北東 イ壬 査権

質
二部同 ジ ヲ績

調
走．ノ 四 十 結ノ

査
レ地十 月 了平

所
Jレ域一 ヨ セ戸

長
llr ヲ度 園

脈包ニ 十 中高
井

ア括亙 一 ノ

レセ 月 地 上
東 －・・ 質、

市喜モ I也容塁 亙 調

面形百 査
之積 J、四 約 ヲ

J、ー十 五 フb士じ， 
助

甚般ー 十 結

タ 二度 日 ジ



等 ／ ジ 地譲散 J、波向撤多山麗
、 、 ． （ 
ア而何蓋 ヲ 建在此扶 テ．六グ服 71 
Ii ジ 日 ジ 主リ ス ジ T長 ノ 緩百 J、 J、 フ
、 、
海テ

一
茸： 、、、 其特野起斜六回西ス，

岸国 ~何 u 牽殊 ヲ 伏ス 千五隣 ジ、
J、 中高 グ 口 字地 ノ 利 ア唯 九百青テ

甚地何 J、 形 美用 Jレ五米米森葉
） 

;; ノ 中高 北 ヲ ノ 観セ ヲ 戸 ナ ナ園大

筒北甚方 ナ 境 ヲ Jレ見藤 、幡宮日

車東 タ ヨ シ 界墨モ Jレ坂 LIJ ーー 分、
ナ隅大 ア ノ、 ス ノ 軍間 ス脈南 J、

、 、

一
ナ長 東！管卒 -・ 馬 ノ 牽 、中北 1~

、
~p ，，、 グ 走段地 ジ補園 地精 一一

キ
、

キ 小コ此延 ス 扶 J、 フ’ 充道 J、著漣牽
、

太河7 タト長 河 ヲ 太一部附高ジ亙地

平原ラ市セ 口 活 卒望支近サ キ セ

洋招川 Jレ
一一
ス 洋涯部及概ヲル卒

、 、
岸ナ長野ノジ 八八地！：岸甲奥砂於 ヲ

一一
回入 I暫 ア 常 及キ羽透h テ幡甲ト

テ、？召瀬 ノ 中日 河原種地ヂ百嬢田 ヨ
、 .－－－、

J、イ弗川角 ~ s」 ス 疏野馬町米八山、 、
最招 Aゴ‘メ ス 数 ノ ノ 牧 ノ． 以百肱成、
南平戸排 JIノ 多泊所場南 下三 l レ

昔日 f召 J II 水 馬 ノ 域々青方 一
十前 リ、 、 、

ナ鷹f野 ヲ 淵 ？可 一一
ニ 森及 ジ 三山西

）~ 架3透妨 川流 東大種北 テ 米 --蓬
） 

法 沼地 ケ 及 J、 西ナ馬方東及 さノ 一一、
村尾テ川 フ’ 務 深

一
Jレ 牧 -・ 方 烏テ 方会、

鮫鮫手等 レ ｝！！ グ 長厩場多海 111育高 ケ

l村招 ア随著牽 グ 合等少 ー一 子サ Jレ



鑑定温副‘・R

ル
所
ア

モ

並
（
他

附

近

ノ

海

岸

ニ
岩
崖
ヲ

成
セ

帯

ノ

砂

丘

相

連

レ

聖子

Jレ

J、

由
明
他
地
陣

治

岸

山

牽

地

直

ニ

海

ニ

枕

ミ

沙

積

極

メ

テ

狭

ジ

． 

地

質

山

一
洪
積
層
、輝

石

安

山

岩

及

火

山

岩

屑

ヨ

リ
成

ル
、
此
外
古

生

層
、第

三

紀

主

層
、沖

積

層
、扮

岩
、
石
英
粗
面
岩
ア

リ
、古

生

居

川

園

幅

地

ノ

南

東

隅

鯨

村

附

近

一一

匡

域

ニ

露

出

ス

、岩

石

ア
」板
岩
ニ

円
徒

山石、
砂
岩
、
石
茨

岩

反
ー一プ
ヂ

ジ
テ

北

ォ－

－Y
H

J
 

十

度

東

乃

至

北

三

十

度

百

－
走
リ

西

一一
念
斜
ス
、第

三

和

居

川

本

国

隔

地

ノ

基

盤

園田町思日2盟国園田園

ヲ

成

シ

テ

康

グ

接

達

セ

傾

斜

ス

川

洪

積

府
、火

山

噴

出

物

／

モ
A
A
7

Jレ

Jレ

ニE-

ナ

ノ、、

ケ

レ

ノ

被

ブ

所

ト

－フ

ス

ジ
テ

五

戸
、野

設

地

問

ノ

閤

道

以

ナ
リ
、某

露

出

ノ

面

積

甚

タ

麗

カ

西

川

奥

入

徽

川
、
野
川
、
レ
七
戸

川

等

ノ

雨

岸

一
小

区

域

ニ
露

ρ

ニ

頁

岩

ヨ

レ
、
主

成

リ

砂

岩

ヲ

決

北

三

十

度

東

乃

至

北

三

十

度

西

ニ

走

リ

東

叉

J、

西

園

蓮

以

東

二

於

テ

小

河

原

招

西

岸
、鷹
架
沼
西
岸
等
ニ
藤
達
ジ
砂
山
石
、
頁
岩

ノ

五

J、

府
ヨ

リ

成

・ル
、本

暦

刀
未

タ

化

石

ヲ

接

見

セ

ヲ

以

テ

其

時

代

明

ナ

ラ

Jレ

サ

ス

雌

モ

岩

質

ヨ

リ
之

ヲ
見

ル

－
新

期

ノ

第

三

和

居

－一
層
ス

山

蓋

地

ヲ

構

成

シ

其

匿

域

最

モ

康

グ

、

機

埼
、浮

石
、
砂
、
際
、
粘
土

等
ヨ

ジ
、
洪
積
居

リ
成
ル

、沖

積

層

ノ

長日

Jレ

モ

.. 圃~四＂＂＂＇

、
’1h
J
，
 

J
 



郡フ津 良津本 グ 石モ地 ジ石石 J、
、 、

中 jレ 軽材村国 l白川 ノ ノ テ 英‘角海、
宅其郡 字 幅 ~l高普 多西石斑閃 岸、
内 産 中 構法 地地通 グ 逢 英岩石河、
村額卒 ス 量 一一

ノ 輝長八及川長岸

字亦内 r、、 ノ J、 西石石幡長必石 等

松大村－ 11 西庭部 ヨ ノ 犠石戸 ノ ノ， 

野 －＿；－ 字 7 小用
一一
タ卜 ヨ ノ 町 斑平

木 ラ i贋 ス字 材 護主 紫 五 ノ 品地、
ノ ス子 Wr~ 百 料達 ー 量蘇 北 大 西 ヲ ヲ、
二 i毘 ノ 土日 ・』・ ジ 多輝方ナ約有構
個泉東 木乏洪 キ 石鳥 Jレ ジ成一
所 ノ、部上

一
シ 積 -JJ 及 1¥1官斑里匿iジ

ニ上等 北産 グ 居 如 普子品 七幅砂、
湧北 -- 郡ス ｛韮 ジ 通接、散戸 地礁、
出郡産 天 Jレ

一一 区火輝 一
黒占 JJI J 等

ジ里子ジ 間友石別山石 至 ス ノ 南 ヨ、
各逢煉林石材 ジ 岩 ノ ル 輝南東

陣地克村 J、 及難屑・斑地石岸隅成

姪 IHJ 及大其＂＇1~ キ ノ、 品方安 ニ湊 Jレ
、

ナ字 瓦 字 産 土所洪 ヲ ヲ 山小村扮、
Jレ 馬 ／ 天額 ヲ 多積合構岩露鮫岩

- p~ 製 問少彦 ジ屠有成及出村 J、

ノ ノ 疋.，，.＿ ~·g グ 出
一
ジ ス j主 ヲ ノ 時、 、

浴山 ノ 小異 ス スミ欠概岩集ナ海線

合間原 ，寸zコ，．・只hザず ノレ キ ジ石塊ジ 岸色 E菖

ア及a 料 中 日陪 ノ 其テ J、 岩淡 一一 一一

東
一
里子 グ 、、、 面紫 -M_ _,, ；反 露 ジ、 、

温津供及シ 法 積蘇 色園色出 ア

度軽セ 東テ 奥 麗輝 ノ 中高
一
ス輝、



ナ簡i千ジ 南狭 ヲ 度木約木 ジ

Jレ巌 米地々 小包 ヨ 官百官 雨

モ ノ 内域西 ナ 括 国二国 云者

其南外 J中 一一 セ 同幅十 ~1);; プ
、

高西ア最向縦 百戸 日 モ｜、
・!r ヲ コI可吉‘ ヒ 走地三北問 ノ 甚

千走テ地主主 LL! ノ、十緯
一
j也 タ

五 Jレ天罰著脈中 八三於質 （ fJS: 
r1 阿龍ナ ジ J、央度 十テ調 ） グ 1

米寺川 Jレ キ本日ニ五之査オ三 忽

内山ノ御ヲ地本亙度ヲ J、 期

外 j抵束棒、高域ノリ三結野曾 J、

ア J、方火サ ノ 高信十 了田園 火

飛ヲ 山平主 1r俊濃分セ技中面 熱

テ 尉i南 J、均要ナ ノ ヨ 師 守

構及走飛ニナ Jレ南 之 カロ

造木ジ騨三 Jレ所西岡 ヲ プ

線菅本山千山謂部三 携 J/,・ 

、

一
雨図版米版信美十 持函』 ーー

治山幅上 ノ ヲ 飛濃六 ジ ア

ヒ 阪 一一 木構 ノ
ノ 度 八 プ

憤 甲 ア菅成山北
一 月 サ

出斜府 山 ジ 巌東至 ヨ レ
、

セ交園伊脈共地部 －＇，、

Jレ ジ幅那及 一一 一
及東 十 俗

五
、
花山 山飛北 ジ 飛経 ー． 用

尚貌 一一 脈騨々 ア 騨百 月 一一

質高跨 J、 山東平 ノ 一 一
供一

斑原 レ高脈ヨ 地南十 亙 るノ

岩性 サ J、部七 ． 難、



Jレ 線古 lノI 麻 ス本濃ナ 河地原 Jレ ノ
、 、

部凝生花岩護国飛 Jレ 流
一
ハ河山

分 i灰層崩及成幡騨’牽
一一
連飛硫！ほ

J、岩ノ、芹黒岩地高地 ＿.，、 レ 騨 ノ ナ

盤ヨ 秩麻雲 J、 ヲ 原分木 山分 、
寅 尖岩骨：天構 ノ 布菅 rn~ 水園
作成古川 芹鵠成諸セ 山 ノ 嶺 1[1冨

用 Jレ生花岩 川 ス 7]( 服 西 ノ ／ 
、

ヲ モ層向 ヨ ノ Jレ ヲ木 ノ ーー ア j七

受粘土岩 東岩集菅東 隣 Jレ部

ケ板中 ヨ 成方石 L、 JJI ヲ ア 主主

テ岩音！S JI-- 伊 ヲ J、 南 i毎 一一、
黒及屠饗黒那分 木 走 抜 ～ 『ロ司

雲硬
一
質雲 111 チ る日ト ス ‘同 一 雄山、

母砂該ジ 母｝j民 テ 飛 Jレ 千モ 固

及‘岩嘗 タ 芹 及議 騨天 米著悟

紅其 ジ jレ岩木成 雨 内 ジ 一一

柱大粘モ ..＞、 管岩 tlr Jll タトキ跨、
石部板 ノ 古 llJ 水 版 ア ノ 山

ヲ ヲ 岩ナ生！既成 ヲ 高！阪 日、 、
生占硬 Jレ代 ノ 岩 分其 原 ヲ 本

ジ ム砂へ岩 東及 チ 渓 二 形海→－， 、
ホ其岩 γ 石 部火 :rt 谷 ジ成反、
Jレ花 角 ノ

一一
成 文 ノ T セ 太

ユノ I山iYij 左山ま 接露岩 流 雨 西 ス卒、 、
ブ岩石 鯖 J、 ノ 究を 下，，＿手' 方美洋

ー血．，、
ょι )}( 作 レ

一一 騨
一一
敦濃

一一

用 花類 Jfl J、 賀飛疏

ス 鰯及
一一
尚 麗 闘騨下

｜！訣セ蝉 ヨ 芹ナ 美 iW;J 中高 高 ス

、



居露第頁第斜 J、 ア 斜北出合 ア 叉

ア ....、 四岩＝居北美府音j) ノ ／ ~・、

レ 組及紀 ヲ 々 濃 ヲ ヲ 翁化長井、
石下岩J中共 ノ 砂層形百飛形構 一一

積 一
洪岩 J、成

一
騨成成ニ ヲ ノ 状

居河積 ヨ 国 シ傾高 ジ ス匝埋モ、
段辰 1~g 背斜原紡地域燕 ノ ナ

其 ヲ J、 成 ノ 斜セ ノ 錘 j音
一一 ス

J、 レ

分構天 南居ル -- J¥'il1 、分五 IHU 

：｜布成龍長西

、
ノ 車部及東 タ 生瑚角

狭ス川i下 部中斜 ヲ i毎北 Jレ暦晶岩、
！ グ Jレ ノ 部三軸層構百東ーノ、 ヲ

ノ、
、

河砂雨 ｝ ］ 手口
一

7 成合 ヨ 、其中石

流磯岸ノ、 村ま｜同形 γ 化 園 安子部 1疋
ノ j昔 一ーー’ 轡 川瑚成東石西 11事 布

一
岩

流 7－最 ’占ー 浦晶 シ 北暦南 ノ 甚 J、
、

l或 モ -r 及 化南 東 ノ 西北ダ 紡互、b
ーー 中麗 鹿石部 ヨ 雨

一 東康錘暦

諸；津 グ ／ ！甑帯 帯走 一一 グ
！患 ス、

j明及亦古
一
露 於西 ヲ ア

花
ヲ Jレ
、

御木生狭 J、 -r 南見北 i持最 ごf

i技識菅居小 JI-・ ..＞、西 Jレ々テ岩上卜

在 ノ ) I! ヲ ナ 背ニー百木及部多

..:t; 

ス館及被 ノレ 斜走 J、方宵花／ぺ
｝レ
一一 附覆地 暦 南 ーー 飛尚モ石

一一
J、知 ス ヲ ト北西急騨質 ノ ；民

過狭川 占 葉音［5部斜雨 RI 一一 岩
キ キ 硫 メ 南

一
ーー ス山石山 ノ、 J、

ス 湖 ti!x 主 一一 於 ア ル J1民ノ海数

成
一 一

向 テ 箪 ノ H責百帯



慮中叉主主輝母粒脈セ 及国モ岩花

用津川地石安航 ヲ ル美 ~I~ ノ 理尚

材－町岩域安山安成モ濃 ノ J、 ヲ 岩

料 ノ 肱最山岩山 ジ ノ 飛鉢 斑有ノ、

一一
ヰヒ ヲ モ岩 J、岩木ナ騨盛吠 ス盟

J、方成麗ノ、盆 J、管 高山
、
木雲、

1W 及 ジ グ 雨 田郡山此原
一
ナ官 母、

鉛上 テ叉輝郡上 Jllf- タ卜
／ － 
亙一 リ 山花

鎖松木固石竹郡
一一 叉一 叉日民間、

銅 ノ 背中高安原畑所岩部 白 花 ヲ 岩

鍍西川 ノ 山村佐々 脈 ヲ 雲尚構、
安方流北岩小鍍

一一
ヲ 構母質成 シ

質 一 域西
一ー， 川山露成成 ヲ 斑ス J 

母花附隅属
一一 附出 ス シ 合岩 Jレ伊

尼尚近
一
ジ 花近ス モ花 メ

一
よE- 那

鍍岩
一
古園 尚

一一
ノ 間 Jレ務 ノ 山、

砂上所生錐質花 多岩モイと J、脈

銀1 一 々 暦 扶斑向 ジ ノ ス粗及、 、 、
粘岩 一一

及 ノ 岩質 斑共 ア 国粒木

土牽露花御 ヲ 斑 糖
一

~lfil ナ骨、 、
資 ヲ J、 尚議貫岩 岩古花 ノ Jレ llJ 、
石 ナ ル岩火 キ ヲ 蛇生尚北モ服、
建 ス 玄 ヲ 山蹟貫 紋居質方其 ノ

築 武被 ヲ 出 キ 岩 ヲ 斑 ノ 周東

石 岩覆構ジ 石μ, 及 貫岩境縁部

材 質 ス成牽脈 輝遁 J、峠
一一 一一

λ 
、 、
石 安此 ス 扶 ヲ 線 三ノ 阿 ヨ 露於

灰 llI 外 Jレ ヲ 成 岩テ 寺 J、 ア

原 岩岩モ ナ ス、
J、蹟山 十Iロ可 )l-・ ＿，、

料 ＿，、 蓋 ノ ス雲 岩出版山 、、 芹、 、



高鍍見 J、 至傾八斑古二本岸畑鍍

根山 Jレ鎚ニ斜十岩生百、 山 ーー 佐泉

鍍ア畑幅尺ス度 ヲ 唐十月 ア鍍等、 、
日j 佐二黄主

一一 貫 ヲ －~ Jじ LL! ア、
J、共鍍寸銅版傾 ケ貫貫禄テ ♂4・、

盆
一一
山乃鍍 J、斜 Jレ、 ケ 六年岐美

回統 ノ 至 黄 各 ジ粒 ル十問 阜濃、 、
郡行文一銭一一扶花六以高岡

高セ 山尺 鍍 佐 玄..... 尚匁前 山郡、 、
手艮 ，ノ

一 一 方 一
室長 山質銅 ヨ 間上

村－ レ 長 ジ 鉛シ鍍岩斑ど ヲ 君日

一一
ス 尾 テ 鍍テ m~ HI長岩十 1来 通奥、

ア 鍍方閃ニ
一一
ノ 中五行 ス 明

山鉛 ’亜三 ジ持
一
寓セ Jレ方、

ア 牧鍍鉛係 テ 鰯匹」二 プ 郡村、
阿 野黄鍍 ノ 北部胎千 レ 上畑、
3ぺ77 鎖錫i枇文六 ’－ セ f L タ 街佐
野 山鍍硫版十治 フ 百ル道

一、
｝！｜ 相及銭 ヲ 度 ヒ レ 九 '}J ノ ア、
ノ 谷方鍍分西北ー十如路

文 鍍解反岐 一一
二 月七

、
グ 傍其

流 山石石 ス、 走十銅斤明 一一 事

金 ア ヨ 英銅 度鍍 ヲ 治位務

llJ '! ヨ 鍍北東脈製四 ジ 所、
理 其成 1ノ.' 脈 々

一 一一
出十交 J、

丸 ノ 間－ 成 J、東走 ジ セ - ~沼 士口

上 近 自 Jレ 1~g 八 ア 年至田、 、
流

一
然銀ー十西花鍍 ーー 便川

一
郡銀鍍尺度北尚脈 J、 ナ ノ

位 上 ヲ 脈乃 一一
西質 J、銀 東、
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川所郡取 ス取粘 三叉砂達下河ーー
、

流 一 奥 ス 建 ミノ 土使エ長錫 ス 居床

域石佐 Jレ 築中 J、 用 Jレ石探 Jレー・ ノ
、

ノ 反村モr 石津天 ス グ青取 ::f 寸 、、、

、
花 ヲ 同随材附龍 ソ 玉地 乃 ナ、
向製君l~ 所 ーー 近川 ン線附 ア よ;z:士三二 てy

岩造営石 ノ、 一 雨 石柱近 一 ス、 、
及 ス 地垣木於岸 苗石 一一 現尺洪、 、
花温村石菅テ 及 木電於時 ノ 積、
尚泉武 一 JI! 

ノ、 中 石気 ア 採間居

質 J、 儀使沿胸津 等石砂取 一一 ノ

斑主郡用 岸器附 ヲ 等錫 ノ， ア 砂、

岩 一 富 ス ノ
ヲ 近 産モト業リ礁屠

地佐IJ 聖子 Jレ花製 ノ ジ少共盛其
I 

y}i 撤保 一 尚 ス オt プ カ 産 ナ 上 一

一一 火村止岩 Jレ菅 二（. フ ス ア 土モ

之 山等 マ 及モ JJI ｝レ ス Jレ ス J、，分
、

一
ノ
一

J翁乙，~、 ノ 沿 グ 叉資 厚布

接｜市川 主 回 ア I守－＇－＇三 ソ 之石 Fサ ジ

ス 近古用川 Jレ
一一 ン

一 五斑
し一

Jレ 一一 生途治モ分 石共 ノ、 六献

古湧代産岸主布 J、
一 尺花
一寸

生出石 カ ノ 一
ノーァ、 少 1/ 

11 
時！品iii3 

暦 ジ 1疋 プ 花克 Jレ 主.Jjl[I.呈． オ 及 --岩
地木岩 ス 崩 ノ 洪 ナ Jレ葺 一 ヲ一、

一 菅
ヲ 美質製積 レ ブ 玉 十被

J、 川採濃 斑造居 ア 最 尺覆

冷及取闇 岩 一 ヨ モ .L モ 以 ス

泉盆 三／ 郡 ヲ 使 紬議多 上 Jレ

ノ 田所上採用採 薬鍍 グ .:::. 
、 、 、



起盛 ジ 八雨度平 方全 一一 ア 平 湧、
伏山 十勝 ヨ 戸叉 ア 入結戸 出、
甚弘雄米 ／ ． 闘五最 了 国 ス

タ 法モ ノ 境 問幅島 モ，七 ノ r!rJii Jv 

シ 巌其虚界百 J、 ー・ 主月 務l モ、
蓋等他窓 一一 ニ北 厨要 一

Aか」Lニ． ノ l 

ジ ノ ノ 議治十緯 ス ナ 至ナ j也 多

地 ill j也山 ヒ 度ニ Jv ｝レ 質 ジ

ノ 隔E J、本北
一
十 地

、、＿＿＿，，
ヲ 乙l シ 調

起 ヲ 一 山西亙＝域以 ヲ モ査卒

伏見般服 一’ 度 、テ結本 J、戸

セ Jレ 一 ー一 走肥 調佐了所大、
査賀ジ事築闘Jレ 島蓋鋒 レ 前

所 ~Wl 地ユ Jレ 西岡 ノ 国 タ 業技 rpfil、
＿.，、 －＇、 11~ 1 一 本脊部ニ便幅 ノ f,f!i 、
主概 ノ tiJ 梁 ノ 十宜 一 而都 ノ

一
ミJ 地脈山地ニ上局 ジ 合携

安一 アー 貌以脈域度之 ス フー 上任

山 牽 ヲ 東 ア ヲ 一一-- ヲ ル唐同 一一

岩地呈 ノ 包十本地津年 ジ、
若 ヲ ジ 地園括分 圏域炭度 ／ 

グ ナ所
一

ス 一一
r[1fil ヲ 田未明、

－＞、 ミ／ 々 J、 ノ 地至 ヨ モ J、 ヨ 治

石平 一 崎最勢 併謄 四

英戸岸幅高 J、 東省 セ 用著十

粗島 j訣 うE 結佐経キ ア 上手一、
面 一一 報 Jレ タ 賀百 タ 調本 ジ 年

岩比知山 JI- 及 二 査国本度

ヨ 較綴岳六長十 ジ 幅年 一、
的石多百崎九 タ ーー 度於

ー



！線セ 111高地作 ア そJ 海川ニ志向的成l
泥 Jレ ノ 質用 ーア 岸 J、屈佐早玄リ

、 、
芹岩南 ノ、 此地線最曲 川 11皮武牽、
岩石遺髪土中域ノ、 モ ス 江附岩地

等 J、彼成地大 内佐長 Jレ迎近牽ノ、
、

ー・ 黒占杵岩降村名，世 グ ノ 川根 ヲ 玄
、F．． 、

・ン 紋宇第下降勝保有 、、、 佐浦形武

ア 石島三 ノ、 ノ ？母 国
一
々 川成岩

R苔 鮎 墨 ノ 手巳
一一
階境 ヨ !># ジ 川等 ス 或、

紋絹北屠依淡 タ 近 テ ）！！ ニ平ノ、、
石雲部洪テ

一一
江
一
其棚精地第、

墨母 :::::. 積成基港迎接他川 E青山 三
絹芹 露居 レ 因湾海 j原 J、等域皆紀、
雲岩ノ、 J中 Jレ ジ

一一 一
ジ 南 ヲ ヲ 河居、

母黒占 レ積モ其 J、宝北北長領 i咋 ヨ

芹紋 I有層 ノ 北唐 Jレ 方 ノ 大 ス 一一・

岩絹方及 、部津間違方 ナ Jレ 成成

等雲長火如 ヲ i響 一一
グ 向

一一
レ レ、

ノ 母崎成ジ 園伊屈唐 ヲ 過 Jレ
、

布芹闘岩 11膚寓折津持 ジ キ J中特
街岩 I~~ 類

一一
里最 i聾 そJ 佐 ス積 ーー、 、

最絹 ヨ ヨ 入 i轡 モ ニ 縦々 河地佐、
モ雲 レ 大甚及谷川川 → 々、
麗母連成 佐村・ ジ ヒ ヲ ／ 4，、 シ 村

ジ石積 Jレ 世 i母グ 金ナ 濁松テ冷、 、 、
居英 ス鑓 保佐 長 人ー i甫 f皮水
向芹之成

、
港世 ア十就東川佐撤、

ノ、岩ヲ岩 J、保 ス 里 中 ヨ 有見 J、

浸 Y巷式
、

東黒占構 J、 ア 松 田川標

岸紋成固 蝕等 ーー リ 浦南川棚式、 、



｜近 接 テ唐 火平木化ニ要モ砂西ニ

二二角津成戸葉石 十 居ノ 岩岸於

接係閃附岩町イ七 J、度タ J、及ニテ

建レ花近 J、附石行ヲリ某頁 テ ノ、、
ジ Jレ間二花近ヲ合超傾厚岩 J、南

時コ岩露尚ニ産野エ斜屠ョ北北、
二トニノ、岩之セ概ス J、ヲ リ 西ニ
、 、

黒 J、移レ 「 ヲリノ唐一成成コ近ノ 、
曜註化黒 i 検叉浦津般 スリ 念グ

石意 ス雲ラ ジ嬉島炭 ニト 往斜西、
若ス Jレ母イ J中野世田北 頁 々セ岸
グヘア 花 よ 積ニ知及西岩凝リユ、 、
ノ、キリ j謁石 屠 J、原北 ヨ ト友第 J、
、 、

異コ ア岩 英 J、温楠松リ反岩三北

珠ト l ナ粗砂泉泊浦西覆抗議E東
岩タラレ 面礁ヲ等炭方互ニ 居ヲ

／リ イト岩垢湧ニ田ヲ暦轡 J、指

接 石 よ モ妥土出貝ヲ指セ岩地ジ、
相英 J、 副 山ヨ ス 化成シルヲ域東、
ヲ粗黒 成岩 リ 洪石セ主主ト交中岸

呈面島 分 及 成 積 ヲ JI-- 角ヲ ブ ノニ、 、
セ岩ヲタ玄リ居唐炭度以砂最 テ

リ J、 成 Jレ武 護 J、津 居 J、テ岩大 J、
、
安西ス角岩達砂炭 J、概本ノ面東、
山松 其閃ト普礁 田本ジ累白 積方

岩捕第石スカ居及累テ暦 色ヲ叉

J、郡三 ノ 花ラユ卒 暦緩 中佐占 J、

石有 紀増 崩ス ジ戸 ニニニ質メ西

英国ノ加岩 テ町周ジテナ主 方

安附；差ジ J、 I唯 コス テ 主 Jレ ｝二
、 、

凪



1:1 

J、 ア ン ノ 炭採禍 ム鍍臆属域山、
之 大田掘餓目 J、、 ノ、 用 ス 中岩、

t‘ 、
ヲ 鵡ス 炭 ーー セ 鍍下 カ 有材 第角、
上島ニ坑ジ ス 一一 事 ブ 国 事i 三閃、
部炭 J、 ア ア 石 ジ 業 ス ヨ ーー 手巴 安、
ヨ 坑伊 岸炭テ、携波 ＿.＞、 暦 L1r 、 、

ー－ ! 石Lt ' 楠 寓何犠 J、 玄張佐波金 、
数クL 里 レ ノ 最武中 見佐鍍 攻輝、
ブ 炭轡モ 四 モ岩 ーー 鍍見識 ア 石

レ 抗 一一 三近重 属 山方、鍍 貰安、 、
J、久治尺 一一 要集 ジ ー 面石 面山

一原 ノ、、 炭相 ナ塊採ノ、 ニ 炭 積岩

社炭 Jレ yi~ 知 ）／＿， 岩 掘鍍存磁 ヲ 一一

モ坑地 一 炭鍍 ヲ 版在土 領属
ノ

、
L 等方五坑産 ノ 中七 ス 煉 ジ ジ
（ 、

一 ヲ 尺牟物問止傑 レ 克 黒往

尺大 ミJ 炭 田 一一 一 セ ヲ ：七 色 々
） 

、
、 匂ノト ア ノ 制i ジ 生 ， 数モ克 或集
一 、

枚
伊二炭 テ 成織へ 波土 塊、
高 局 坑一 セ鍍版佐所 灰岩

よ正・ 、
ノ ス里 ヲ 芳匿 ~一7 J、 r~;g 見謂 色 ヲ
し一 、 、
二 稼志採 ノ 域 レ 川敏鍍火 一

、j~

五

尺行佐掘谷 一 タ 棚十 山 rlJ γ ス

一 間 乙ノ 炭稼ル 尺 ノ 友 テ ア ｜
一 、

す堪 一 業坑行鍍産 一一 タト 石 撤リ、
、．，，
プ 多務及 ス居出 及 J、材 撹玄、
一寸 、
カ へ要文盆岸ーナ ス プ 多等 玄武、

: ~ I 
ノ、、 キ ノ 設犠 J、 鍍モ キ ア、
ジ 炭炭展炭唐白石 ノ ヲ 、
ボ居抗セ坑津下 J、 ア 望 金 一一 地 ｜



サ坑錐モ皆ノ山テ寸、ーノ 7〆F、 リ、 J、ニリ

ヲニモノ底三 ノ粘 、寸稼佐上及
-1 』~ ~「

有ジ灰、石炭団結イ斗行々位一、 ，、、
ス テ 分下ユ居世性 J、 炭 ヨニ 尺

Jレ叉多方該ア知ーイダ層リア及

崎北グニ嘗リ原富ジモ J、江 Jレニ
、 炭 ノ

戸松シ位ス然等ム 」 之迎モ尺
（（  

炭浦テス Jレレノ ヲ八六ヲ ニノ 炭

J、郡粗 Jレモト諸特寸主上至、士
、－〆 、

日中悪カノ モ炭徴二 Fヨ Jレ 如尺
下最ナ如ヲ此坑トジ リ 沿 ν 五

J、、

探大リグ稼金ヲミティ数岸三！

掘ノト某行府包後ージへ ニ ノ、ト

工規ミ炭そヲ括者般｝元三稼江そ

事模松質是 J栄シノ、 二 （枚行迎是一 、
ニヲ浦 J、等 牧上佐 粉尺モセ佐等

著有炭堅ノ ス 石 if!: 末ゴ ノ ラ 々 ／
I ／『‘

手 セ坑硬炭 Jレ 八保 二 ゴ、 二 ノレ 間炭

セリ J、コ唐 J、 す四ナマ尺深及居

ラ！嬬本シ J、中 て~p '-，： リ良ス補佐 J、

えノ匡テ江通石印易実力炭世唐

本消域塊迎炭（」チグ ）寸 ごp 坑、 保津
炭島ニ炭佐坑 日叉寸 ~ ~大世炭
居ニ属 ニ々ノ尽宇トへー名知田

J、十ス採区ミ Jtiぷデダ尺明原ノ
佐五ルリ域二石佐モモー炭間炭

（ ノ寸
i:lt 六著得 ニ ジ一世ノ 」 ） 坑ト厨

L ~、 、

保尺名八於テ尺保卜一八有ス ヨ、 、
ー附ノノジケ飴五中稽尺寸名前 リ

近厚炭ト Jレ ノ、す d通ジ三炭ナ者遺、＿，、

..i.・ノ、



長八瓶 過滞盟近代 セ ヲ 解亙 ノ

崎度江 キ郡宮 二用 プ 産セ 炭

雨 ヨ 国 ス駄ナ於品 )!.-- ス ｝レ産屠、
闘 q1g 竹 レ ア 、 其モ 出 ーー

幅百 ：畠 J、 ジ ノ 製 ノ ス よb

一一 一 ノ、 一一 モ採其 、、、 品ナ Jレ るノ一 、
属 十北 J、 運取稼所 一一 モ迄

九緯函
、

ス 砂搬 ノ 行謂 J、煉 / ーー

Jレ 度三） 岩不設セ 火 唐克名其

五 一一 十幅 ヨ 使備 プ 山 津土吹下

島亙ニ江 ノ 中 Jレ友克及 位
、 、

列レ度 砥潟 一一 、 J、早克有 一一

島 Jレ 三園 石 メ ア J、 玄岐土田 ア

ヲ 島十幅 ヲ 目 リ東武煉 J、焼 Jレ
、

モ随分 採下石松岩克早 ノ モ

本 ヲ ヨ 取稀材浦 ノ ノ 岐原 ノ

園包 ス ーー J、郡襲名
、
川 土 、

q1g括同 Jレ使黒納質 ア棚 J、 長日

一一 ス 一 モ用 島所 ミJ 附其 ジ一、 、
編而十 ノ セ 産←1 ナ 夕、 ト 近一磁

入 ジニ二 ア ，ー一， ー， ノ レ Jレ雄及 一一 土

ジ ア 度 レ Jレ モ モ唐 三ノ
＿；，、

タ 調 一 、 プ モ J 唐津テ有

査至 モ ノ イ 西 :::. 津附石 田、

七

本 ノ 農 、、、 彼 ジ 克近英 ヨ、 L
園便東 閑 而 ニ杵テ精 ノ 粗一寸

田面波q1g宜経 ノ ジ ジ郡セ盛

ノ 上百 飴テ ア 中 メ 一一 畑岩佐

調平二 業東材浦 ン焼 ーー ノ 見

査月十 一一 松料附
Lー
製之分 一



J、 入峡海方第雌賀宇大玉 ＿；・、

山 ス :::. 極 ノ 芹 二一モ 及久島 島十

地 Jレ ジ メ 方 延 J、精宇 ノ 列列 ニ

ナ所 ・r ア 向 併長北細久七 ナ 島月、
レ ‘ー 且甚 ユ イ’ずー セ 東 ーー ノ 島 d，、 ヨ、
ア ツ タ ジ ス 〉〆 ヨ 之二 ーー 之九

モ 海 主J ア Jレ カ ヲ 島 ジ
一一
州ニ、

特 ~p 岸 キ 多 ヲ 封東観 J、 T 属北月

一一
チ 線 ーー グ 見島西察 北 幅 ス部

一一

著中最闘 J、 )), ノ
一一
ス松江ル ノ 亙、

ジ 通モ セ 南八 島向 レ浦クL 主西

キ 島複 ス 東 ミノ 形テ ノ、郡賀 ナ方紳、 、
局 ノ 雑狭 第 J、轡叉

一一
：，ヌ』E、三 Jレ 一→ 津

降雨 ヲ 長北ニ之曲 白 属 留 島位技、
ナ部極 ナ西 J、 ス ブ ス 若 l唄 ジ 師、
グ ー右キ.... 1‘ Jレ ノ 本－ ）レ統地松 J、 南之

平松 Jレ持方衣IJ 致島一形及福西 ヲ

均 島 a，、 入向島 ミJ 3£1] ミノ J、 中江 ヨ 携、

一 及島
，，、 ヲ J 真 ノ 得 一 通久 ’者

百奈衣lj 其示各 ニ 方 ，、、 見 ノ 賀北セ、
米留 ノ 方 セ 島北向 キ甚五奈東

ノ 島方向 ヲ 方ナ 闘タ 島留
一一、 、

峰等 向略第隔
一
係複 J、若向
、

頭 其南三 ヅ 進若 ア雑南松 ヒ、
島 ス 方北 J、 Jレ メ ジ Jレ ナ松中 ア、
列第位

一一
海狭 J、其 ヲ Jレ浦逼排 八

、

一一 四 ヲ 走岸陸朝方見 カ 郡 小 列

沿本盤 レ 線ナ鮮向 Jレ如
一一
値セ

、 、
ヒ 列セ Jレ ノ Jレ ノ ヲ ~p ジ 小賀 Jレ

ア 島 ン コ 出海東北 チ 値及ー

I 



極向岩第本綴亙 ヲ ノ キ ヲ 島 シ 走、 、
メ

一一
安四列 臼 レ形ー 山成

一一
蝉．

詔治山総島 犠 Jレ成部地ジ 就崖最

曲 ヒ 岩層 ヲ 及モ ．ジ’二 ナ港 キ ヲ モ

断テ 及 コ構宇 ノ 其於 レ i智 ア 成高
居帯玄 ジ戒クL J、 間 ケ J、 之 ス キ
頗扶武テ ス 島其

一
Jレ モ多 ヲ ヲ モ、

々 ヲ 岩火ル ノ 積地 カ 之 グ 見常 ノ
呈 成地域出形如 ニ之 レ モ

シ’ シ ジ 岩質 織物上 キ 反
一一

J、 ス 四、
．テ複葉

一一
ヲ 等 ヲ 著玄 ジ i骨南第百

起雑種テ大 是以 ジ武 ア ヒ 北五四
類 J、別 ナテ キ岩列テ

一一
一十

地云甚閃ス 園差地 島侵走般米 ｜

皮 ブ タ 線レ 錐異域 ノ入り山ヲ

ノ ヲ 多岩 J、 降 ヲ ＿，，、 jヒセ 是脈越

弱得 -jJ 質水 ヲ 呈基方 リ 等 ノ 二己
、

所ス ブ 花成 構セ性宇第 ヲ 方 ス、 、
ヲ然 ス 崩岩 成 火 ヲ＼大 匿 向而、 、
通 レ 叉斑ニ ス而山、

島本劃 J、 ジ

ジ ！、 莫岩テ、 編ジ岩 Jj、列 ス 島 テ

ア モ露閃 J、 江テ ノ 値島 Jレ卯j 是

社地出線中 島火特賀 ノ 渓
一

タすす'i" 

出 質 J、岩生 ノ 山徴、 島大 谷卒 ノ

セ構大扮暦 鬼活タ 及部 ~、 行山
允

、
ル造略岩第 巌動 Jレ 甫 J、 急； ス地、 、
扮・9、 島石 三 火 ノ 熔方上 斜 レ J、

岩錯、列英紀 ノ 永岩踊詑 ノ 海

J、 闘し ノ 粗屠 犠キ牽江ノ 峡モ －一. 、
或 ヲ 方面及 箕

一一
地 島如 谷各面



本ナ成域ス モ 中 i‘ 炭本扮中 ノ、

J、列 セ ーー Jレ ノ 生 Jレ 貝斤持 地岩生岩

地島 三／ フ 於 ヲ ー一 居 ーー 物域質屠脈

屠 ノ ，、 レ ケ得層 J、必 J、 中 J疑ノ、

ノ 地地 タ Jレ サ ス本要 芹生友砂ナ、
援貌屠 Jレ 玲 レ其列 ナ 扶居岩岩、 、
動 J・ ノ 岩岩 地 島 叉 ノ 及頁或、
主錯居 F責モ質 ノ 然 特 角岩 J、

島 首Lナ 出 第時大 レ 崩徴轡扮岩
形 シ’ セ Jレ 時三代部 旦 ナ 岩岩床、
及テ Jレ カ 代紀 J、分モ 状 ノ 扮 ヲ、
島此有如 ノ 屠化 ヲ 其 ヲ 砂如岩成

予lj動様ジ 闘 石構分呈岩 キ質 ジ、
カ ヨ 而係 ノ ヲ 成布 ジ 屠火 i疑其

密 ーー ジ 等居護 ジ d，、 其中 成方疋数

接 ヨ 容テ ヨ 位見 且 麗 量 一一 岩岩賓

ナ 易其 上 ス ~ キ 少 J、 質及 一『

ルア
一
受推 J ル本モ グ 少岩扮枚

関形之 廿， 測閥 ヲ 島 ノ 採量屠岩翠

係成 ヲ タ ス 係得 一一 －一. 掘 ノな、ぐ 質ニ
ヲ セ想 Jレ Jレ及サ露 ア

一一 炭 5 角逗ぞ、
有ラ像地 岩 出 フ 堪質 Z 轡

一一
ア

υ...；. 

ス レ ス 殻 中質 ジ ス サ J、、 ヲ こ岩 フー

Jレ タ Jレ動生 ノ ヲ Fレ Jレ サ /-:... 口 ノ ヨ サ

ヲ Jレ ヲ カー代 比以岩 カ Jレ i‘ 議 Jレ

以モ得 ノ ノ 較テ 石如 モ モ 達成ナ、
ア ノ 現甚末誠之 中 ジ 屠 ノ 著ル、
知ナ

一
タ 期 ーー ヲ 最 位 ア ジ而

Jレ Jレ 見激 コ本列古 ヲ キ ジ、
ヲ コ Jレ甚形地定 ノ 定其 ノ、ア

ニ
O



一一

ヲ 及 及構第 ヲ 三／ ナ本度 一日 側 ヲ得

持植玲成ニ形キ Jレ.!tlj 以反 ニ極へ

積物岩 ス 犯 成 モ進 島 上 る／ 護 J.. シ’
、

ジイ七質 Jレ・屠セ ノ 入 ノ ノ ア 達 Jレ卸

タ石凝岩 J、 ノ、 ヲ 海急盤 ス若 チ

Jレ ヲ 友石中 幅見 岸斜イ七 ル松一

J、有岩 .＞、 通 江 Jレ 線 ヲ 多本島般

本 ス ヲ 主島 島所 ノ ナ ミJ 岩附暦、 J

岩 Jレ 見 ノ ノ
一
出 セ傾屠近向

暦ニ JI〆 ジ 北 玉川 入 斜 J、 J、 J、
ー、

中層砂 テ 東 ノ 殆 ニモ亦 一 層列

一一 ア 岩砂部 捕 ン 宮東東般 向 島

角 中 岩及 i響 1、 メ 側側屠モ ノ
、
轡玲

一
ノ 之 一一 地

）~〆 J、 向 亦方

岩岩 ..；・、 厚 一一 ジ髄 J、 ニ西前錯向

質 J、 薄 J層近 ア 構金十側詑雑 、t、， 
ノ 此 キ 一 グ

ーー 1ご且Eユ グ 度 ノ ヲ 略

岩時 炭 ジ 東 大線地以 ーー 如極ー

床代居 ア ーー 断 ヲ 動下 ヨ グ i者 致、
ヲ
一一
ヲ 之位 屠認、 ノ ノ 略而 ミJ

成至挟 ス J、 メ結緩テ 整ジ ア

ジ 、、、 互 Jv 現サ 果斜相然テ 轡、
或テ 頁居平 時 ）！〆 ーー ヲ 異 タ 列曲

J、 モ 岩 ジ 島 ノ 所 ジ 呈ナ レ 島 ミJ

其宵 中 ア 一一・ 狭ナ ア ス ヲ 島、

P責 F責
一
薄護 長 グ 海 Jレ西 モ通形、

出 出 ..＞、 層建 ナ其水部側東 三ノ 最

物 ノ 貝 ノ ス Jレ最 ノ 分 J、 恨lj テ モ
、

J、像化 頁之 港モ 狭多三 J、葉複

同 勢石岩 ヲ 潜著長 ジ十之西雑、



レ 、、、 第 一一
ナ鼓 fン 中走 一一

ス卒於質
、
之 四在 ミ／ ニ此生 レ 一 Jレ島 ア ノ

ヲ 手E Jレ碇此等屠 十 ヲ
一一

J、凝

構屠頁岩爾岩 度得於傾；灰、
成 ノ、岩 ノ 者居第 内 ~［l ア 斜岩

ス 河居礁 ヲ 生三 タ卜 チ J、 緩 ヲ

Jレ )II 一→ ヲ 匿成紀 ノ 居傾 ナ形

砂 ノ 植合別嘗居 傾向斜 Jレ成

礁旅物 、、、 ジ 時 斜 J、精 セ

ノ、 域及中 タ ノ ＿.，、 ヲ 島急襲 1レ

其 叉貝 一一
Jレ 扶屠 ナ形 コ．北 ヲ

四 J、 イ七 三 J、 態位 ジ ノ ジ 多以

近 玄石屠第 一一
上 一長テ キ ア

ノ 武 ヲ ノ 三於並立 大軸地 知

母岩合薄紅 ア
一
断 屠 ヲ Jv 

岩牽 i‘ キ 暦著岩 屠ー比以 ヲ

ヨ ノ モ石 ノ ジ 質 J、致較 テ得

低 ノ 炭砂キ上 島 γ 的ーへ

分所 ア居岩盤 一一
ノ テ整般ジ

解 － ．． Jレ ヲ ...＞、 化於 中北然屠暦

三／ ｛否 ヲ 介中 ナ ア 央東タ 向向

タ ヒ 以在生 カ 其 部 ヨ レ ヲ ＿，、

Jレ プ ア ジ 屠 『匹冒"'" ヲ ＿；・、 示中

土 ＇1J、ナ此
一
ジ事j 暦南容 ス遁

砂匡 砂見ラ剣 向西！易 ヲ 島

ノ 域 岩サ プ 扶
一一 一一 一一

f尋 ノ
、、、
一ー 居 Jレ ン タ 並立走之 サ東、

ヨ 見 ノ 厚而 プ イ’丁ー ヲ レ 北

ノ Jレ 上層 ジ ス ジ 北道 部、
成 ノ 位 ヲ ア 蓋 ア 西跡 モ

一一、



線異 Jレ屡西 三／ 推 ヲ 長日 J、・石綿
、

石+J-‘ ナ 岩起側而 ス 以 グ 強 ノ 鐙 シ 線
J、 レ 日氏 レ ー一 ジ レ ア 密度タト質 モ 岩
閃 Jレ 叉 }J, 分 テ J、 其 ナ ノ 観 ヲ ノ 質

線 モ J、 モ 布 地地分 プ 融 J、 輿 一一 花
岩 ' 岩 ノ ス 表 下 布 ス 蝕 白 ノ、、 ジ 向、 、
多床ナ玲 一 ーー 藤本作色 タ ア 斑一 、

花 ジ ノ Jレ 岩於於 71 岩用 ー一ー・ Jレ 其岩、
岡 本存 J、 J、 ケ ケ ブ ノ、 ヲ ジ ノ 法 J、

斑岩 ス 中 其 Jレ JIノ サ 玲受 ア 、、、 出 中
有1-L三g「 ノ Jレ生噴露本 Jレ 岩 ケ 斑ナ → 生
ノ 露 ア 居出 頭岩モ ノ 国 日日日 7 倖居

早 出 Jレ 及 中 ヲ J、 市員 長日 形 ス ，、、 ノ

一→ J、 一一 第 生；邑精江 グ ヲ ジ 花 Jレ 下

石亦見 三 代跡麗 島地呈 づ． 崩 地部

英 島 ア 長巴 ノ ース 域 一一 表 ス 石斑下 ヲ

ヲ 列知屠末 レ ヲ 於 一一 Jレ英岩克貫、
有 一一 3レ ヲ 期 J、 占 ア 近 ヲ 角 内 斯キ

セ i骨 ヲ f蒔 ヨ 島 ム 接 グ 特 閃部 ，、 地

サ ヒ 得成 手リ Jレ鰯或徴石 ~ 周 表
Jレ 列 ，、、 ス 第 ノ モ 饗 J、 及モ圏ニ

タト 島 ジ Jレ三方 ノ 質地 ス 長亦 ノ ノ、、 、
観 ノ 従岩絶 向 岩表石石鑓水遊

ヲ 東 ア ~ ノ 一一 ホ’＜！日4、 ノ 一 基 ヲ 質 成 出
ヨ仁事三 側 岩及初 ー 像分流 J、 有 ヲ 岩 ス

ス 一 質之期 致 ス 布 出 石 ジ 惹 一ー Jレ
ノレ 分 一 ヲ 一 ミノ Jレ多 セ 英殊起強 一ー
モ 布 モ貫至玲 プ キ サ 斑 一 セ 度至
ノ ス 種通 Jレ岩得 ヨ 岩石 ノ プ、 、
閃 々 ス 迄 ノ ，、、 ミノ ノ 英岩接 サ



ノ ノ 貌 一一
111: ス 石色 島石 ノ ＿；・、 克、

四南 ヲ 属安 Jレ英
一一 叉 ノ 英分幅 一

地北異 さJ 山玄 ヲ ジ 幅北粗質江角

域雨
一
玄岩武見 テ 江東面セ 島閃

及端 γ 武 1 岩 ス不 島 ’海岩 Jレ ー 石、
r函ι‘ 
ーー ア 岩露 ーー 九完 ノ 中 J、 モ 麗 ヲ

江 露固 出 ジー州全北
一
中 ノ ス A三；；.

l 出錐噴 ス ア 北ナ東噴生ナ Jレ量 ：

東 ス 峰出 Jレ之 西 Jレ部 出代 姫 一一、 、
方自p ヲ 口 モ 部、流玲ジ ノ 後 島合

ノ チ 形 ヲ ノ 共 一一 扶岩 タ 末者 及有

諸南成共 ア
一
骨組質 ル葉ノ、 中 ジ

島方 ス 有 Jレ屡布織 J疑 モ 第平遁其

等 ーー 宇セ jJ 活 ス 叉友 ノ 三島 島組

ー ア :A 1レ如動 Jレ ，、 岩 、手E ーー 北織
－ン －＇・、 島モ ジ ノ 火球中如 ノ 露 鬼梢、
プ 店員 ノ ノ 本中 山扶 ーー グ 初出 白紙、 、
北江城 、知j i G• 岩組岩多期 ジ 村密

方島犠如 島 ヲ J、織塊 々 一一
第
一一
ナ

一一
ノ 之 ジ、 一一 相主 ヲ 羅於三露 Jレ

ア
一一 一
然於隣 呈 ミJ 島 ア 手巴 ノ、 モ

－＞、 井 属 レ ケ 接 ジ ・ン ア ノ 玲屠 レ ノ

小柴 ス Jレ ジ テ斑 存大岩 ヲ 閃、 、
値岐玄モ 安テ 一品在部 ．ト 被線 ノ

賀宿武玄 山噴種 ス分間 〆、『 岩二、 、
島踊岩武岩出 ノ ジ 岩 J、 時 質様

四

ノ 江 川 岩モ ジ特テ 質是代 花 ア

金及 本 亦 タ徴殆 J、 ヨ
一一 岡

島 富列 J、 此 Jレ ヲ ン赤 万昆 斑前、

宇江島 地積基有 褐成江 岩者



---・ -.. -

ロロロ ニー二→ 耳｛＜叫広～ ／島・ 島本 J、 期 一一 話 中 ク、
位 －石業草粘園 ゴ特流 倖動一生 島
＿，・、 産 一一 一一 土 1p; グ 一一 出 a，、 クL 見屠 ノ

成粘使陶 ノ、 一一 レ 詮 ／ レ ジ ジ ノ 西

因土用 土其於 意堅 タ キ ア 蛾宇
ノ セ ロ ケ ス ス 硬 Jレ 一 容 々 部－一 ロロ 、

ヨ 産 フ ジ 質 Jレ ア ノ、、 ナ 熔亙易 タ 及

客貢 Jレ プ 良蕗 ン キ Jレ 石,_.., ーー ル此

ニ減 、 使好局 ア コ 玄 ，，、 後其 山 等

一一 少 ーー 用 ナ 材 サ 武多期地地 二

区 ノ 3ニ乙;s; セ 少料 イ タ 岩孔 ノ 質 ヲ 島

別傾 ン ノ J、 ン 質活 ヲ 成 ノ
L 、

ス キ 採 故粘 l 自日 後 ノ 動知 ス 周、
~p ヲ 掘試 ヲ 土如 チ 期 モ J、 Jレ ーー 国、
チ 生 ノ 、、、ー 以蝋 キ 削 ノ ノ 地 ヲ 反 一一
ー巴.. ジ 業 タ ア 石酸者多 或下得 ジ 散、
J、盆精 維火性 J、孔 J、 克 ，、、 平在、
火世盛明 新 山斜標質 火斯 三／ 坦 ス、
山人 治 以 JJC 長式 I熔 山、

ノ 唯 ーノト Jレ

作 ノ ナ 十前石石的岩礁逸踊 )Z, 諸

用性 年 ヨ 材 ヲ 玄 散江 牽 島、
ノ 意殊頃 及有武其 ジ 多地地 ヲ

矯 ス －→ a』a・－』一『畠 註 荒 ス 岩性 テ：大域 ヲ 構

メ Jレ近至意砥 Jレ ナ 質現ナ 一一 形成

玲 所年 セ 等 コ JI.- 異存 於成 ス
五

、
岩 ー 織 プ ナ ーー ナ ス シ ア ジ 玄、 、 、、
中 ナ至物 レ ナ 後 Jレ而 ヲ J、 其武
ノ レ 業其 者 カ 三／ 以火地岩

裂 ア 及嘗 ス ＿，、 長日 ア ア LI.I 形地、 、 一寸
隙 ！主E J、 製時五 オ キ 初之 ノ ヨ d，、



フ 地 岩 ス ニ製以至 ーー 存工 ノ ーー
、
然方 ジ 玄 ノ Jレ奥紙テ そ欠色獲 －沿

レ －一. ア 武饗 モ
，、、 及再事 ケ ヲ 質 ヒ

送多岩質 ノ タ 織 ヒ 業 Jレ帯 ヲ 母

モ 少 ノ ヨ
一一
Jレ物業 ヲ 産 ヒ 受岩

其 ア ノ 分 ニ接業 ヲ 中 額粘 ケ ノ

業石致解生種鰯 一一 起止 ヲ着 タ 分

ノ 及 1J セ セ ノ 盤使 ミノ ス 有力 ノレ 解

盛 ヲ Jレ Jレ 別質用 往 Jレ セ 少 モ セ

ナ j昆有モ モ ア 作 ス 時
一

｝レ ジ ノ Jレ、、
Jレ ジ ス ノ ノ 用虫歯石至 モ蝋 一一

モ、 、

一一
下 Jレ 及 ナー ::::. 石筆 l.r 某石 ジ ノ、
至水 コ 其 ＿，、 基 J、 材 嘗 J、 ア 一、 、 、
排 火石 中 キ粘料然 時嘗前 J、

タ 出 ノ、 山筆生成土 Jレ探テ 者花

Jレ ノ 蹴礁 i、 代生 ノ ナ 一吋 取石 J、 向
J、 場

一一 一一
シ 岩セ 一ジ 爾 －~ 筆其斑

唐所明其 ア 石 フ 種得三 Jレ ヲ 質岩

津 ノ 治材 ノ ／・ レ サ 年所製純 ノ

地如 ノ 事斗 良盤 タ 同 前 ヨ 作 白 ；差
方 キ 初 ヲ 材質 )l〆 ;:.• ジ ヨ ジ 粘出

ノ f蒸年仰 ..＞、 セ モ グ モ ＿，、 大着 ーー

火地 ヨ ケ 前 Jl- ノ 花 ノ 粘石阪力 ヨ

山 -・ 者 モ ーー 崩 ヲ 土材 ::::. 一ー、
＊－ 用 言p，刃＂＇ 「 一一

ノ ジ斑モ製 ヲ 職富テセ 、
事 ヰ ;I メ 属 ー テ岩細成産送 、、－． 中、
業 タ プ ン ス J、蝋 ノ 粉 ノ セ ジ 後生、

一一
レ 火花石中 目 サ 備者代

伴 長 し代一 山 尚 生ナ 8~ Jレ前 J、岩

ヒ 云崎用 反斑構居 ジ ヲ
一一
産精石

エハ



米油 水 ノ ノ 地特
一
テ紀タ

山 国 源噴地方別 職採有居 Jレ
、
郷調 浦火質 ノ 調 送取川中モ

津査 養 ニ調精査 ス セ附 ノ ノ、
飛 試封査査 近砂

一一、
山 J、 験ジ ヲ

一一
＿，、 最

一一 岩 ジ

抽伊 地テ施従前一 ニモ ア ヨ ア

田木二ノ ノ、行事年 良盛 事

匿技）調直ジシ度特 ロロロ ニ採業

域間 t由査 一一
タ叉ョ ヲ 之取 ／ 3・

ノ之田ヲ 之
リ園リ fjlj 出 ヲ ス盛

カ叉幅 f謹言周
、

地ヲ 施 ス採元衰

質携調行調本調穣査 J、取 ヨ モ

調任査ジ査年査 ノ 平ス 亦、
査ジ タ ーー 度 ーー 抽 島荒良其

ヲ本 従 I ニ 際 田 ノ 砥材軌

結年 事起 ジ 調 北 J、
一一
ヲ

了十 ジ レ木査 端第 ア ー、
セ 月 此 Jレ曾 九 一 ブ ーー・-

一一
ノ 外江御州 シ紀サ セ

~子L"' 間 濃料火 テ砂 Jレ． 、
約 蘇震地山 現岩モ石、

一 火災唐調 時 ノ 施材一 、
十 山樽津査 盛均工 J、

日 新前炭 ノ
一一 一容中

v七
間 P責浅田刻、、 採ナ易生

一一・ 火間松磐 取 Jレ ナ 屠

i~ 口雨島城 ．ジ 部 ｝レ及
、

後 常火炭湯 大分 ヲ 第

園 陸 山 鍍本 阪 ヨ 以三



狸 一ー 大 ノ 米ナ砂ジ砂頁 ヲ 下米

卒依東 宇雨 山 Jレ岩テ ／ 岩介部山、 、 、 、
横テ横 寄郡描モ礁草薄及在中郷、 、
山野f 山 蕗界田崎粘二居砂 ジ 部津、 、
平 タ ノ 扶

一一
ノ ーー’ 土拒［I ヲ岩叉上飛

等 Jレ西構亙地十 ノ 津介 ノ J疑部 山、
寺地 方 造 質度互附在互茨

一一 描

一一 唐 ヲ ヲ東構内層近ジ屠岩匿田

油 ノ 過 ナ J、造タト
一一 一一
時 J、 ノ 分地

井傾キ ジ 米 ノ ジ 露 草厚ス方

地斜平 ア 山 米角 テ 出 ジ 一一’ 
屠 Jレ ヲ

ア J、等 攻 火 山度特ス ア 米 ヲ コ構

雨寺 第 山泊 ヲ 一一
Jレ轡山挟 成

ア 倒j ノ 一一
ヲ 回以粘 ノ 岩泊有 ヲ ス，， 
南以 J、テ ジ得ル精共東 土 、、、 ヲ 田、 、

』成且L ニ端 方テ 北緩 ノ 高有
一
時下地

一一 一 ヲ ーー 限 J、斜護団 ス 之』ー・ 、
採十経沈界鉢 ジ 達卒上 ヲ る／ ..＞、 J、

泊度テ 降 崎屡騒原部見テ 黒他

セ 内岩 セ ス 地洪著 ノ ・＇，、 Jレ轡色 ノ、 、
Jレタ卜 諜 而方積ナ遊砂中岩頁油、 ． 
所ナ

一
其 シ ヨ 暦 リ縁岩部 ヲ 岩田、 、

ア 建主テ 地 一一
轡 J、介 ーー 地、

1ノ1 本ジ 軸前南思居 露 岩砂在ジ
一一、 、

叉 軸其 記 J、惟 J、出粘質 ス テ於、
横上甫・北 ノ 東セ ーー ス 土頁而多 ケ

山 一→ 端 J、累及 ラ般 JI- ノ 岩ジ ゲ Jレ

ノ ..＞、 ..＞、 黒居中 Jレ
一ー モ互 一一

ブプ ノ カ

如黒断岩 J、頚 水ノ 居ジ 黒 砂如

キ岩層 ヨ 一城 平 J、
一一 テ色岩 グ、

二
八



郷ル時ジ 米 二 斜 一 井翼 二依 ヨ ... ・、

津へ代海 llJ 井 ノ ーー ヲ ノ 鉢 レ 現一
飛ジ 郎岸火 ヲ 西 ノ 掘傾崎 J、 ス 今

山 チ 一ノ 山試翼出 斜 ノ 砂 レ ’i首
地 始断 錐 一ー 油採 J、奥岩 ..＞・ 数

方 新崖 大 ス 蛍 井 拍共 ナ屠本笛

/ 期 一一 部
f、、 レ ア ジ

一一
Jレ薄地 ) 

地 ノ 好分キ Jレ 叉 三高グ 方機

質 火グ 集必部 タ 所四畦 ジ J、械

構 山 露塊要 分 ｝レ 々 十 ヨ ア 最掘
1記2I:. 

一一
出 岩 ア ノ ノ 一一

度 多モ 井

ジ セ ヨ 、、、 、、、 機ナ 小量拍 ア、
指II ア ナ但械 イEオ'[ ノ 井、
津 恐之 成 ミ／ 井、此 ヲ 油 ノ ア、
飛 グ ヲ Jレ シ’ 4定 ヲ 爾過 ヲ 掘ー、
tlJ J、以而 ヲ 来試翼 キ 合撃 臼

地 海テ ジ 以鉢掘
一
栃蓄・

一
計

方 中見 ア ア 崎 v 嘗窪セ遁 ニ
d，、 ーー Jレ 主． 宵方 タ レ

一一
サ 嘗石

越 P責 一一
集 位面 レ Jレ達 3レ ナ管室

後 出該塊 置 一一 栃ス モ レ ノ

ノ ジ 火 岩 ヲテモ窪 Jレ ノ 所

他 突 山 ..＞、 時誌僅 小 、モ 産、
ノ 起 J、 中 ジ 抱

一一
査 ノ 如其 ア

九

油 ジ 中 部 高セ 鉢等背 三J 試、 、
回 タ部 頁 F庄 Jレ崎

一一
斜 此 掘地

1也 ル頁岩 附 J、方嘗軸 主 ノ 質

モ岩 近草面テ ア 軸結構

異 ノ 互 ーー 一ー 一一
手 ノ 果造、

ナ ナ 同 居 一背テ掘雨外
一一
上



' 

直
一
ナ 正 ジ

一一 岩 向 J、 シ郷一造

立 一 レ 善一！又 ヲ 斜地南津部線地一
ミJ 十 寺 ノ ジ 介盆屠走西ニ ノ、 屠、 、
綱五地

一一 牢断在地北 ス方嘗此錯

子度唐 達 寄居シ ヲ 西 Jレナ レ 方脅し

谷 ノ 三ノ 薩 ノ 此作
一一 一 ルル面 三J ' 

以ナ傾 宵 扶東方 レ 走大晶モ ヲ ア

西 Jレ斜 郷構側面 断生 ノ 通楕、 、

一一
タj己 J、 津造 一一

］ ー 而 北居 ノ ナ過 曲4“、 、
ア レ 南

一一
ヲ J、 壬－ シ東 J、西ラ ジ 断

，，、 方 至作地該 ア
一
其端ン 直 暦

逐モ
一一
レ レ屠時海十雨 ヨ 江甚

ーー 湯川 JI- J、代 岸度側 津 タ、 、
轄谷三 ごI 某 ，南

一一 ーー 乃ーユ 中 高多
倒川！ 四 背葉火現至於 ノ 田 ジ

、
セ 以十 ヲ 斜山 LlJ J、二 テ イ臭 ノ 蓋
ル西度 万三 軸 ヲ 岩 Jレ十地 ノ 平 モノ
コ ＿，，、

一ー セ J、中 ノ 、度質北 原 日

地ジ 南，~， ~責 中 ニ構方 ノ 本
J、 居 テ モ J、 出 部緩造及 西本
:iilL ノ ヰヒ 中 儀ジ ス 頁斜 ヲ 増 逢島
屠傾方 正 明北 Jレ 岩ジ 異津 J、 ヲ
ノ 斜 ーー 善 ヨ

一一
コ 中有

一一
ヲ 恐東

順甚進 寺 向 ー 馬 セ経 グ 西
序 タ メ 以 千』L ア一 ヲ J、 Jfl 西 J、

一一、
’ ・自H 念 J、 ~t 津次想所遼 !f!p 蒲 該分
チ
一一
次 J、 尾第 J、 々

一一
チ 生 構劃

轡 ミJ 第 断 ヲ
一一
ジ － 』4 テ其田 2ご止5ι ス

右山 アー
一一
居経沈 L、 集ノ、西 ヲ 線 Jレ、

及屡緩 中降之 塊輸部通 ノ 構

。

p
l
i
J
t
 



九 島九 下ナ郷軸目地 J、 以傾凝

重火州 深 Jレ津上撃 ノ 表テ斜 Pc
火山火 グ へ油 一一

ジ東面恐ノ、 岩

山 ノ 山 影ジ 、田併得端 J、 グ 向 ノ

業調調
、

響 此 J、立 Jレ ーー 地 J、斜 屠

査査 ス 庭恐ス所 J、居北扶位

..＞、 ヲ Jレ ーー グ Jレ ア地皆東 ヲ 及

九結 J、てごモ ＿，、 ..＞、 モ 居南 示飛
一 、

重了佐） ノ 断儀 ノ 故十．方南セ 山

火セ藤九 一
屠明ナ ーー 五 一→ 西 1 ノ

山 技外｜
ア ア =I 此度念 ノ モ構、 、

湯 日市 プ 随慮乃斜断其造

坪 ／ 火サ ア 中テ
一
至 ジ 屠中 ー一

火 携山 ブ 背正英 J、二草 ノ 央見

山 任調 ン斜善拍ー十斜存部 テ
及

一一 カ 軸寺帯 ノ 度扶在 :::: 明

大 ジ 査 ヲ
一一
ノ 逆 一ー ヲ ス 嘗 ナ

制 ア 認達幅倒傾ナ Jレ レ 、
火 本 メ ス極稽斜セ モ 4岡
山 年 サ Jレ メ 曲 ミ／ ノ 遺子、
ノ 度 レ ご円予じ アー ヲ且モ ア J、 中

一 ーー 斜狭ナ ヅ 精 Jレ地 ノ

ーー 於 モ軸ジ ジー細 へ屠 俣

分 ア 其上 油部 ーー ジ ノ 建、 . 
ツ －＇・、 断 一一 井分検飛錯 --
ヲ 九 屠蛍 J、逆 ス 山首Lテ
f尋 重 ノ、 レ 略 fftl レ 抽甚 J、
ノ、、 火 或 JI〆 業 ノ ..＞、 田 ジ 地

ジ 吐！ J、 モ 背扶泊 一一 キ暦、 、
九 霧 地 ノ 斜 ヲ 田 ア ヲ ノ
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一
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火
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二 主主 J、ル大角 山泉宜 ス ーー
京ー伺．

、 、
ヲ 舶閃 及水上叉本ニ ア 山大中三
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治 山 安巌黒坪東 J、 ノ ニ乙 ヨ 一 ーー 山一 、
j訣 山 ノ ・岩視クL 久火 ス 筒位九、
東 ，、 岩雨山泉佐佐 口 多成 ノ ス 重、
ーー 九 ヨ P責合附 町山 BJ!: 量 3レ爆 Jレ 山、
ア 重 気頭近方 ノ ヲ ノ塊裂 J、 クL

Jレ火構孔山 ヲ 面東有硫扶火火住、
ヲ 山 ．成長立磁火

一一 一一
ス 黄火 口 口 LlJ 、

里 ノ セ 一一
師孔 向ア御 ヲ 山 ア 丘 及

識東 プ 河巌 ノ ヒ 池枕
一 一一

本、 、 （ 、
南 ニル原ー中 馬頂叉 i殿ジ俗ジ l!J 、

一一
鼎 j勇 ノ 目 IG' 蹄上川 ス ア 一一

テノ、
ア立蓋湯山 形、 ノ 猪久山之左 四

Jレ ス 山野f等ス ノ 火 鹿住 ノ ヲ右火

ヲ Jレ J、 癖 ヲ Jレ 爆 口 狼 山 北大雨 山

大三葉 ノ 其 火 裂 BJ!: 寺 ＿；，、 々 鍋側 ヲ、
舶個北湯火 山 火

一一
7 九東 小 川穂、、

山 ノ' 百 筋 口
一一
手LJ、 池重腹鍋タト稽

． 
消 腹湯壁命 ヲ水 山 輪ジーー

、
栴火

一一
等 名 有 ヲ稽 ノ 大橋山ニ

ス 山 ア ノ ス ジ ス i甚ス 甫ナ ス ナ俣、 、 、
ヲ Jレ温火 タ 湯 プ根東ル 九 山、 、
穂寄泉 口 ｝レ 坪之洗 ニ硫重北 J、

補生 ア 内モ 火 ヲ 池 ア質山東最、
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略 Jレ 舶 モ ス 間 ス 犠 セ 閃蜂 テ 以治、 、
構モ 山 蓋輯 ノ 頂 J、 ア 石間海 テ‘巌
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一一 [ ！）に著語岩 山 ヲ J、 百 フ 山、
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東 テ 西ナ キ 舵 ヨ

一
ジ 十降 東

西之 一一
モ ジ 立 輝火ニ頭北、

ノ ヲ ア 最 ノ ア ジ 成 石 孔 米ノ、 東
・．

短米 高 ナ 横テ 安 ~JI: ~ 南 一一、
径窪頂黒占 キ J、浅平 山 一ー 達北 ア

約 上 J、 ヲ キ 治 岩 るノ 三J 一一、
五橋

一
海以樹盆犠 ヲ ア 南 ア

百 ス ニ 抜テ木扶 ノ P責 大 ーー 分北、
米火個千内其 ノ 南 出 ア レ J、

南孔 ノ 五部間窪東 ジ ノ Jレ 北 深

北 壁 火百 ノ 一一 地 一
前熔 J、

一一
草

／ ノ 孔五構茂 ヲ 略 者岩柑 ア
．汁 』

長 四世 十 造生園調 ノ 塊 低 Jレ栴

径周甫六 ヲ ジ緯栴 大 充 グ J、 ス

約 J、 北 米詳殆 ジ l'if.J 部漏千本 Jレ、
六殆

一
ナ
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ン窪 ノ ，，、 ス 六火三

v一→京一

ン排
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百 ス 地快 後本百 山 四
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米 予リ Jレ歩 内 頂 者火米 ノ 十、
深整 ジ 能行

一一 固 ノ 山 飴最米

サ ー 最 ~，、 ス J、錐 魚川 ナ高 ノ

事句 一一
北 ス ，、． 直形
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J、高 Jレ度十 ス晶 閃 ア ア峰精
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、
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Lセ 高東方千 ル二依山岩 ヨ 十小

フ 千 ニ Jヨ 穂． ヲ 'Y )J., 岩塊リ 米池クL

レ 穂向 ニ克石 ナ屑絶 ノ 一一
J、 ジ

、
高ノ、 ア 之比 Jレ ＿，、 ノ 壁距過御 7J 、

距ニ開 ヲ シ’ 而高
占

ヲ 離キ池 ブ一

千 ツ 口 望著 ミ／ 千－ ツ ナ j、 ス ノ サ

三石 ス メ ジ ア f事． 石 ス 比ジ 西 Jレ
、

百火 J、 グ a賂 ノ l 池較ア 約モ
、

米 山 火其岩束 山 ノ 的前八 ノ
，，帽1

以 ノ 孔高分 中 腹西 ニ者百ナ

下西 壁千解腹 ヨ 部商 e二 米 プ

J、腹 ， 一ー
一
穂 ／ ーー 一 グ土h ノ ン

一 ヲ 、一 ヨ 度 ア 雨 ツ 約 三／ 慮
一一 一

山被 イ間 J、 水石八 ア
一

キ目 葎 ノ 蓄高 テ ノ ーー 十甚 ア

ムμ、 ジ 五期千高 震面米タ

ジ fMl 岩 ノ 穂千 一
ス
一一
小 テ

ア 喜本 舵成 ヨ 穂、 運 1レ達ナ 国

一 火 立 ．生 ノ 搬方 ス Jレ形、
座 LU ヨジ

一
甚噴 セ 面水 ヲ ヲ

ノ → 頂 嵐 ジ 出 フ
一一 面以呈

火 由 上 ス グ 物 レ 静H 一一 ア ス、 、

tlJ 
一
Jレ縞 ノ テ帯近小其

ノ ア 馬 ヲ 射明 設 ノ キ 池直

如其 蹄知谷 一一 一一 護所
ノ 律 ． 

キ西 形 Jレ ノ 之 堆達 J、名僅
....... 
d，、

、
タト 肩 ノ 北護 ヲ 積セ繊 ア

一

観 ヲ 火方建被 セ Jレ 密 ！） 一一、

‘・'1 手皮 孔及亦覆 Jレ ノ、 ノ 水百

呈従 B1上東高 ス 一一 火熔面五
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英紙テ mm テ 一ー キ 一一 最角 J、ー龍 ス

高火密会鉢甚相扶相ぞチ 降王裾
' グ 孔熔山 J、 乙ノ 嘗態嘗秀有頭巌野

海 J、岩草高 グ ズ
一一
ス麗ス ;g〆. ノ ... ，、

抜略 ノ 木千快 1レ ア Jレ ナ Jレ 少潟 東

千園薄ナ穂損
、

カ モ Jレ封固
一一 西、 、

五形唐グ ノ ジ 故 是 其 モ栴形接南

百 ーー ヲ 悉西 タ ナ レ 西 ノ af.J ヲ 建 ノ

四 ミノ 挿グ 肩 Jレ 前側ナ ノ 呈著 三、
十 フー .1.. 里 ヲ P貰 ~p 者 面 一 ス ジ．面一一、 、
四 直傾色被火チ J、 郎東角 jレ カ 最、
米 径 斜叉覆孔高元 チ 南形モ ブ モ、

一一
約 J、 ... ・、 ミ／ ノ 千家御北 ヲ 其 ス ぷ目‘~そ

、
及四高赤本 一 穂園鉢 ノ ナ他其 グ

ブ 百 千褐火部 J、錐
一一 一 ミJ ノ 中 震一一、

内 米穏色山 タ 一 正面面 テ 方 様達
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ノ 群 ｛固 ノ ス －＇，、 尖面 ジ

＿，・、 達 大岩中 ノ タ卜 ｝レ 自 出 ヨ ノ 4t 

上 ス 差鋒： 活 完面方然 ス 裾西、 、
部火ナ ヲ 動 金ナ ... ，、 ノ 蓋之合及

J、孔 グ 以 ノ ヲプ Jレ恰 傾ジ ヲ 谷北

多壁ニ ア 最 Jレ 弓士 モ斜霧 望 瀬 ノ

グ －＇・、十構モ 圏後挟 ヲ 島 メ 多爾
－＞、 西度成盛 錐者 ナ火 J、 尾面
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七
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一
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ジ γ 壁 如線 ノ 頂メ 撤、



~ 
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モ獄セ 火米四新米呈鉢孔 → 壁
、 ノ ノ rJJ ナ 十月
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ジ 火丘直面断
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新・東云突中米抜 ス 西及 約 J、 ヲ
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一
ノ 十 ア 一 中盛摺 ノ 四 ' 一 一、
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一
鉢累五

吐｜ 百 犠以 低 ア テ 五 ーー 硫形暦十

里五 ノ 前部 其度位燈 ノ 露度、 、
色十 積 一一 一一 火中乃 ス P責凹 出下
乃米 気 J、 J、孔央至 Jレ騰所 シ 音日

歪
一一 俄盛少壁 → 一 二E子 ス ア 南 J、

赤達 一→ 一一 量 ／ ー 十 ノ 壁崖

色 ス 表 P責 ノ 最個八 ヲ ア ヨ 錐
ノ ｝レ へ燈 71' 高 ノ 度中 中 Ii ノ

岩国 数シ ヲ 黒占 小
一一 識 ーー it銭

鍔 形 年 タ 見守 J・ナ 及 熔煙メ
ヲ ノ ヲ ノ、、 南 Jレ ヒ 構 岩噴ニ
以火 経 ミノ 海 一一
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既 キ ノ 結ー 、、、 一 一一

セ ノ Jレ積上 ア
、

~e. ヲ 試果尺郎屠賦

ジ 閃モ物 ニラノ知錐ナ四チユ存

モ線別タ 座サ如 Jレヲレす之止ス ｜

ノ 岩府 ジルジ八比ト炭ヲマ然、 、
ナ線方沖牛ナ ジ較モ三上 レ、 、
JIノ 面 積頭 雄故 ス l有尺 ヨ 飴、



ヒ ジ 大域地モ メ 長黒 山角巌 ，、、、 、
鍍 ア 断 ノ 域 ノ 元玄石色岩閃木 ジ、
業十居東 ノ ナ 武黒

一一
及石附

者度 ア逢北 瀬岩雲 ジ黒増近

ヲ 以 ヲ 立高 戸 J、母 テ雲加
一一、

利下 テ 走 ナ 木一角長母 ジ 露

ス ヲ 1也 レ Jレ 場般閃石安窓出
Jレ示館 Jレ秩 t!J 

一一
石輝山

一一
ス

コ ジ 錯大尖 ヨ 里 ノ 石岩閃 Jレ

！、 萌首L断古 色斑 ノ 二線花

大原セ居生 徳堅品斑属岩尚

ナ 四 ノ 居 連蔽ア 日日日 ジ 岩、
近然末及 山

一一
7 前ナ J、、 、 、

多 J、 レ 端花 耳壬正ロ芸 ジ 雨 者 角、
3へ地 1 l、 ヲ 尚 犠テ 者後 ~・、 ア 閃

（原屠モ成岩 一一
地共 者多天黒

柚波断ジヨ 連域 ーー J、クL識雲、
ノ 動層之 額 ノ 岩武町山母

木セ 附 ーー 成 ジ 西版 雄附脈 花

原 Jレ近隣 レ ア 南叉附近 ヲ I荷d1 
.::. :h 以 レ Jレ ー－ - _, 、 近及構岩

J、錦タト Jレ地 大方岩
一一
別成

一一

盆
一一
J、合瞳 熔面床現府ス 属、

扶炭ー炭 ノ 岩 ノ ヲ ..＞、 ノ 女品‘ ジ

構屠般居南 流最分 レ 東 山天

｜造J ニニ縁 ヲ 高岐白方岩織

ア褒緩 J、 J、 ナ地ス色
一

＿，、 .::. 

域傾四北 ジ位 Jレ
一一
現輝建、

杵 ヲ 斜五部 タ ヲ 事ジ J、石 ジ

島殺
一一
ノ 匿 Jレ 占 ア ア レ 安一 アー、

五
」a，、
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尺 ノ 該 レ 炭炭要北 ノ ーー 母セ レ 地

ノ 三ニ其抗 ヲ ス 方北至断 Jレ方、 、
雨尺屠鍍牟以 Jレ 附遺テ居而二

一

居炭 ヲ 匡田 ア
一一
近 ーー J、以 ジ 大於

ノ 稼
一一
部主唐 ーー 高錯東テ Irr テ

賦同行 J、炭要津達位雑 J、地居 J、

存居ス 猶抗炭炭 ジ 置 ジ 北居 ア 店長、
ス ナ Jレ採芳屠田 ア ヲ ア 東 J、 母、
｝レ Jレモ掘 ノ

一一
最占ー 一一 馬炭炭

ヲ -Ji ノ ノ 谷 ス 於モ メ 般斜紳坑坑、
知如ナ飴炭而テ 高多 ノ 下峠 ノ

Jレ グ ジ 地坑ジ ＿；・、 ジク＼屠セ ノ 皆東、 、
〆、、 別 ア岸テ 航 町位 通此蓬、
グ

一一
民住 議主詑 附 ヲ 長セ 間 ヲ、 、

更試モ叉炭尺上 近知尾 Jv 
一一

~t 、
→ ー 錐 岩之抗炭部

一一
多東介西

翫
一一
屋 ーー 等及炭 最難ク」西在

一一、
原徴 ニ接 ノ 五屠 モ ミJ 町山 ジ叉、 、 、
~ ス採積大尺d 群 深之御脈該北

クL Jレ掘セ 炭炭中 グ ヲ 所以断方、
原モ セ Jレ坑 J、 ノ 之遇 ヲ 甫居炭

方其 Jレ平
一
北三 ヨ 覧遇 J、 ーー 坑

面地三山依部尺 ス ス 北 嘗 ノ

， 方尺及テ匿炭 南 Jレ Jレ
一一
り 西、

五七

主主
一一
炭岩盛域五 方 ーー 東緩テ 透

テ相 J、屋
一一

→ 一 尺 ー一 炭西斜採 ヲ

モ知相地採於炭 復居 ノ ジ掘北

近三知方掘テ 及 上 J、ー上 ヲ 東

時尺附
一一
セ相杵 昇地地記 中

一一、
試五近 J、 プ 知島 ジ 域帯踊止走



松師松 ノ 大 ザ－ ジ ニ干 口坑 ノ 五錐

島約島 精ナ Jレテ ノ、炭 ノ 北尺
一一

炭ニ炭 粗 Jレ へ該四坑大透・炭依

鍍遁鍍
一一
コ シ 火近亦炭 ーー ..；・、

J、 日 ア 山 ! 同坑普慨歎

長
一一

d，、 航雌岩地様 ーー 及令尺

崎於古（。 ~~ モ J、域 ノ 依 ス 途 ノ

牒テ賀 li信 ! 岩熔ナ境テ r、、 中 厚

西之 春 ス如脈岩 ニ稼 キ尖炭

彼 "}J 一松 ケ 刀流 迫行望減居

杵調ノ島 レ 頒 ノ 屋住 －~ ア ス ヲ、

郡 査請炭 J、繁ーモ杵 プ Jレ得
、

松ヲ願 該ナ部其島 レ 杵 lJ タ

島結 ニ鍍 四 ブ ナ地炭今島如 リ
、

村了 ヨ地 近サ Jレ ーー 坑ヤ 炭 キ是

ーー セリ質 一一
｝レ ヲ． J、濁北 J、事

一

ア リ平 封 カ 以往 方従 ア 由

ー戸調 ス ノ ア、 々 業炭来 ;i ／ 

長 国査 Jレ疑地火 ヲ 坑’北モ之

崎、 ~l~ 炭 ア下 山 縫ノ、方叉 ヲ

佐 調 鍍 深岩績鍍炭再観！、
1吐 叶主主て二 業叉 キ J ス 匿抗現 レ、 、
保 ノ ノ 杵 ーー 護故 ノ 杵ジ ，，、

雨 序 成島建達
一一 採島テ相

港 ヲ 否炭セ －~ 持掘炭産知 五

間 以 J、暦 Jレ Jレ来 ヲ 坑グ ノ
ノ、

、
航 ア 一群 一一

ヲ 企終赤甫 三

路 大 一→ ノ J、見婁ヘ 坂部尺、
ノ 築 探饗 ア Jレ ス 赤 口 匡炭、
略 技 鍍イ乙 フ 而へ 坂炭域及



五
九

南 J、断亙 ヲ 稼問 〉ノ ア
一一 外二其中

遼釜居 五行凡タ ジ ノ、 百中央

一
／ 甚地尺 一一 一 カ ア ア 金十央 一一一、

しー

至浦 タ 暦 三堪百（五、） 之 白 島八 ヲ 位

Jレ西多 ノ 尺 ブ尺 「 ヲ 色糖、米通 ジ、 ノJ

モ透 ミノ 傾四 ，、、 ア ン上碇テ ア ジ 周、
ノ ヨ 翻斜尺キ ヨ 質第 ア 同、 、 、
内 居一 炭而 ヤ 砂三此束四

浦吉 ノ 般稀 居 ジ マ 下 岩 紀 山西里

陣 原大 二 スノ、テ （よ）ニ駒唐頂
一一 飴、ノ、

内谷ナ緩四筋炭筋列色 ヨ 走 ナ
ヲ
一一
｝レ
一一 尺石居石河 雲 其 レ n〆、 、

南至モ ジ 炭 亀 問 （七）ス 母成北 Jレ松、
北 Jレ ノ ア J、 四 ノ 低 レ 質 ル及分島、

一
モ ーデ 十最尺距石 J、砂第南水 ノ、
走 ノ ジ 度 良 ノ 離（八）（ー）岩ニ ー→ 嶺 北、 一寸 、
Jレ荒テ 以 .:".. 三 最亀 J、頁紐 ア ア 西、
モ川落内 ジ 居 モ （九）チ岩層 Jレ 部、 、
ノ ヨ 差 一→ T 、 一一 遠四 マ轡 J、 高 某 ~p 
j訣 百 ア 中『口可 ジ キ尺ケ 岩部！降最 チ

L 

山吉尺 島 ア モ 炭（二）炭松二高内、
ノ 原以然炭扱 ノ ト八 暦 島玄鮪浦

北谷上 lノ
一
島 約 ジ寸 ヨ 炭武 ヲ i場

「
透 ヲ ノ 酷炭七 J、亀 ヲ 岩遠

一一、
ヨ 通モ モ似鍍十 チ（ニ）成介流見臨

ノ 地セ 一一 尺マ 一 Jレ 在 ノ 議 メジ 一 、
分 テ ヲ 髄 於ナ ヶ 尺炭セ 残、

炭 層
、

1.Jc 串患錯金 テ 四 》レ存 三／ 松、
嶺 島 グ 雑島 J、 尺（四）九地 セ海島
ノ ノ， レ ジ

一一 之 ス 炭 ..＞，. 枚暦 Jレ 抜、



lチ 十湯 此 カ 可 プ －＞、 ノ ノ ア 南

中一本 方 Jレ ナ ン 今砂貝 レ 線ピ
村月 温 面 ，、、 Jレ ヤ 岩イ七 ア

一一L 
技 ーー 泉 一一

カ ヲ ス 分某石 ナ ノ ；骨、
師至 着 ブ 思依水直 ヨ ス 帯 ノ＼

しー十 J、 目 ス J、、 ア 嶺上 ヨ
一一
Jレ、

一湧前 （ ス 而 設附
一一 成 ジ モ

_t_・

近座 成月 出年 〈三 Jレ シ モ
一一

JI〆 ア ノ、 ー寸
ヨ ノ 度 モ ア 幾 進 一一

ジ 最 －＇・、 等、 、
泉末磐亦 島干路掘中 下一 チ ア

翌量之 城ーノ モ ヲ 進位 ノ .... ・、 マ 、
年二カ 策南 ナ 西 ジ ノ モ 四 ケ 設
ニ盤調湯ナ東

L 
グ
一一 之モ ノ 尺 ノ 一一

月 動査本 Jレ 方 ジ 轄 ヨ ノ .... ・、 炭上標

一一
ヲ ニ温へ 一一 ア ジ J、 特 ノ 一一 準

亙生従ヌー1三
ケ ~，、 海喜多、分牡徴下位 タ

リジ事 ン 大底 下水 J摘 ナ 方 ジ JI, 

セ 言周
、

約更 断
一
ナ嶺 → 一 ケ 約一 ，、、

九
一一
., ＿＿査 居達 Jレ ノ ア レ 八月 キ

十大然 ノ ス 1也市 之 十 之イ七
日
一
Jレ 存 JL〆 接線 ヲ モ尺 ヨ 石

間減 一一 在 ヲ
一一 識最 一

帯
之退某 ヲ 以 ナ 治別上 ジ 四 一一
カ ス 後 認、 ア Jレ ,...... ミノ 位 ア 百 居

一寸
調 ｝レ 明 メ 特方 Jレ 易 ノ ビ 尺 ア

査
一
治 サ 別面大 Jノ モ 飴、 、

一一 至 四 Jレ ノ
一
断松 ノ ナ上一

従 レ 十 ヲ 用 進居島 J、 ス 方 J、
しー ー「

事 一 以意 ム
一一 炭黒類 一一

オ一、
ミノ ~p 年 ア ナ ノ 嘗鍍色似 ジ ス

大

O



居下 ス 岩西角居向地 ノ 虚道湯 タ

層 Jレ 及方閃 J、岩質 ナ空以本

呼ノ、 モ 頁 山 岩一
一一

J、 ジ 識西田
一 / 岩地傍、般＿，、
一一

司ン 主 Ill ノ 近

レ 尺 、
一一
ヨ ーー ア 等地 ノ

該 乃如 ス 近 東地 ジ ア
一
地、

炭至 シ 頁 キ 成方表テ レ ....、 ノ、、
回五頁岩所 Jレ ーー ーー 第 持悶

一一
尺岩中

一一
轡緩於＝ モ然武

於 ア ノ
一
ノ 岩斜テ 手己 園 タ ｜畏

ケ ーヒ ア
、、、 ノ ス J、居 道 Jレ高

、 、
Jレ叉部 Jレ褒 第其炭 ヨ 以断原

主数
一一
植達三居 田 東崖 ノ

要層 J、物 セ 紀序 ノ 成 ....、 ヲ 東

ノ
一一
炭化 Jレ居 ヲ 西 波有縁

炭分暦石モ ノ 見 方其 状 ス
一一

居岐 ア ヨ ノ 最 Jレ湯 下 地 Jレ 瓦

一一
ス 、下

一一
様底

一一
白 )lノ

シ Jレ ア 見如部角一 ヲ ジ 水正

ア ごI 上 ｝レ ジ ヲ 閃帯成 ア 高陵、
露 下

一
之形岩 ノ セ 著倉 地、

頭 ア 二該 ヲ 成及高 Jレ 三／ ノ身；＇%‘ 
一一

附 居岩被ス 花 1也モ キ 一 ジ一、
近上 ーー 屠覆 Iレ 尚

一一
ノ 山高 テ

大 一一
居 別 ス ヲ 岩露 J、 議倉湯、
於 ＿，、 ヅ 中 Jレ見 ヲ 出角 ヲ 小本、
ア 炭 ヲ 新モ Jレ被 ス 閃 有野平、 、
J、居得期 ノ 轡覆第岩 ス 国間

六中 〆、、
一一
ヲ 岩 ミノ 三及 Jレ高 ノ

尺本 ジ 属砂 J、 ア 手E花 モ倉 図、 、



ニIO- )/..- ア ノ 被
一一
層上 上 ア 一 グ ア ナー

保へ 紙高覆 ア ヲ 部方露十議 レ

ス キ 岩倉ス Jレ爽 J、
一一
頭尺達テ

/"._ モ ノ 及 Jレ モ在主植附
一一
ス 中 モ

71 前砂虚そ・ ノ ス 物近頁レ :::: 東、
ラ 述岩空 ノ 轡 ジ ，叱

一
岩 著方

ス ノ ア 強 J、 ス 岩テ 石於 中 モ ジ 1支、 、
是厚 ノ 湯線中線 ヲ ア

一一
南 キ斜、

ヨ 層線 山本色 精色産稼所方議
一

ヲ 色頂村級 著級 ス 行 謂上岩治、
上 ナ紙 一一

ノ 舘，＿....・ シ 密亦 セ 上湯 ヲ ウ

居セ 密露北 ノ キ ノ 中 フ ニ長うた 7・ 

J、 Jレ砂出 西砂モ 砂新 Jレ尺谷 .J.,. 下、
砂緑岩 ス

一
岩 ノ 岩期上炭

一一
コ レ、

岩色 一→ 叉 於 J、 J、
一つ
ヨ ／ ニ暦入

及砂 J、綴テ 厚本 モ尺 ヲ レ ア八

頁岩鳥及 J、暦屠成 ノ 炭爽 J、 九、
岩 介湯甚 ヲ 炭 ーー 層 在金轡尺、
ヨ －－・、 ノ 本 Zノ ナ唐ー往属 ノ ジ グ 岩 ーー

或貝 ノ グ ジ 上 々 ス 下其其 J、 達

成 J、殻北粗僅 二粗 Jレ ニ厚跡内 ス

其 ヲ 東粒
一一
百粒 7J 

、
十 サ ヲ 郷炭

質 間 競
一一
ノ 貝七砂如尺三失村居

一 一 ジ 於砂イ七十岩 ジ 及尺 ブ 白 ノ、 、 、
般不ーテ 岩石尺轡上上乃本水上、 六

一一
整 ノ ... ，、

一一
ヲ 四岩三三至屠

一一
部

粗合標線 ジ 産 百及尺尺五 ノ 於
一一

~，タ・- ア 準色 ア ス数薄 炭炭尺上 ア J、

ナ Jレ 居
一一
三之十 キ 層層 ア 昔日 J、 砂

売P タ ジ ｛固 ヲ 尺炭 ノ ／ 百好 岩、



ノ ， ’ ジ地 ケ 明 約本湯殊従キ其

東調匿震 プ 治 一市本 一一
ヒ 唐包

部査域 J、 二四 里街温東上 ・＿，..競
-, 

及
一一
甚同週十 ノ

一一
泉西暦 レ ス

美依タ 月 飴ニ 間 ア ＿，、
一一
露ダ Jレ

濃 レ麗十 日 年 之
し一

~ ~g 出 ヲ 化

ノ J、 大四之八 ヲ ア 断キ ス 包石／戸、、
西陸ナ 日 カ 月七道 J、居モ Jレ識 ヨ、』J 〆
部 地 、 午調十 跡、北面 ノ 長日 ス

一
面強後査 四江ス微 ーー ヲ ミノ Jレ見、
亙積震ニ二日濃 Jレ東沿著第頁ノレ

リ四匡時従滋 コ二ウジ三岩ニ

略千域ニ事賀震ト走テト紀ナ鮮、
矩六 J、十セ 岐災 ヲ レ i勇 ス 暦 新、
形百東 一 阜 i也得ト出其中 統
ヲ 八 甲分 雨 モシ落コ ス ーー

際言ut:l 其来 差 J、
、

成十府突 第属
ジ 方 ヨ 昔日 下査 雨 ））； 大東三ス

東里
一一

端モ ナ西紀 Jレ

西
一一
西ジ 大 J、 ノ Jレ及屠 カ

約及岡テ 震 東
一一
モ 南 J、如

十 ，、、 山起 ア 西ジノ北宵ジ

五
一一、 、

里烈亙其 中、

7; 甫震 震 本す Jレ居百 Jレ海標

北 直 中動 技 モノ、尺断岸準

約域央 ノ 師 ノ 其
一一
層 ーー

十 J、気 i皮 命 、走及彩進ナ
里近象及 ヲ 長口 向へ ジ I令 ス

ノ 江蓋セ 受 グ 湯 グ
一一

，、、
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地／南I ~長山翻線北鑓居北 一一
レ 平

質地 ノ服テ ノ 西事事向端瓦 地、
構弱東北 ア長存 ヨ ノ ヲ 自書 而四

造線 ノ 徴 演在 錦援井テ ジ 近、

一

ノ、 地西此平 ヲ 荷 ー’ 轄 ヨ 」古テ ノ

照第弱 ヨ 山 地認、 ｝Ji: 露セ 生美山

フ 二線 j抵四 .I. -- ♂，、 伊屠濃地、
ジ 次 J、南 ノ 周 走 レ 地吹 J、飛 J、

地 ノ 地徽走 ノ ｝レ タ 居 LlJ 東騨古

破 i也瞳東向 !11 ，、、 ノレ 議
一
西高生

レ 質 ノ 一一
J、 :H!L ジ 弧車事 ・至或原大、 、

山構原向地 ヲ 斯形 ノ Jレ d，、 ノ 統

崩遺構へ居見 グ J、部 間 北南
一

レ線造 Jレ ノ Jレ 三／ 某分 → 一 々 西属、
建
一一 一一 断走 ーー ア 内

一
於東部 ス

物属 関裂向数 該側 J、 ア Jレ

ノ ス ス 続＝ 現リ 地南地九南 砂

被 ｝レ ノ 牽 ノ 方東弱十 々 南岩、
害 モ存モ北 一一 一一 線度西方粘、
主 ノ ス 闘微 J、 面 ヲ ーー ノ 鈴板

要 ーー Jレ係西 少 ス形近居鹿岩、 、
震 るノ ア ア ヨ グ Jレ成 キ 向養角

動 ア Jレ Jレ モ ヲ ス 角 ヲ 老岩、
ノ 北 ヲ コ 南 三以へ度有 ノ 石

六五

方 徴認 微 僚テ グ ヲ ジ 雨友、 、
向 メ ナ 東 ノ 該而以鈴山岩

等 ジ グ ーー 地地 ジ ア 鹿！ほ等、
ヲ 南 ム 賛走 質弱プ・ --

一一 [ IJ ノ =i 、
考 微北

一一
レ 構線地度版北

察 東西数 Jレ 造 J、居其 ノ 部成



震麓起事 ス ニ於 一 星落伊渓木セ

災 ヲ 因貴
一
向 テ 一ー・ セ ノ 吹谷之 J、

地道 ヲ ヨ 此 ヒ J、 雪陀〆宇、 Jレ 被山
一一 本震

ノ 過ナ 線英一 嘗 ア 害 ／ 亙 ノ 因

大 ス セ戸此中南般 ス 二 西 Jレ東 ヲ
、

官官 )J., Jレ 古最西 一ー Jレ而至 面一方ナ

分 ヲ 地橋モ ニ主 ヲ ジ ノ 帯古 セ

以 裂 ヨ 饗 於要 見テ テ崩 ノ， 橋 JI〆

伊 テ 紳z イ立 ア 震 Jレ此 J、崖地 ヨ 地、
吹伊ナ牧セ J、動 然ー某

一一
方 裂

地吹 回・ジ 北 ノ モ線 山 J、 ヲ 南線

裂地
一一 部東方

此 ノ、 地 嘗見東 郎

線裂言至分
一
向 一 克 一一 時 Jレ

一一
チ

ノ 続t ブ Jレ J、 向 司， 線 グ 近偉 ニ ，向 震

西 ヲ 起七 ブ 異 ヲ 該キ観古 ヒ 因、
方名 得長尾 叉 一日 界地 一一

ヲ 橋 伊 裂、
長 ケ J、、 山被 ス 方拘呈 嘗；吹線、
演 タ 三／ 十ノ 害卸 ナ ノ フ セ 目メ 山 ヲ、 、
平 百ri 八北 ノ チ ジ 原 ス ル醍 ノ 推

地 ジ粁方程該 テ 構野山醐南定、
中 ア ノ 一一 度線 北 造 田崩 玉西 ス、

一
該一位及 ノ 東 ヲ 民同之、 レ 村麓 Jレ

ア 線線 ス 最北 及形 日 ア 一一
ヲ ーー、

，，、 ，J、 Jレ激東 南 成 醍 .－＞、 通難、 、
其 伊今 カ 辰信霊会・

一
西セ 醐若 地過 カ

震 吹同如区於 ノ Jレ等 三／ 破 ジ プ7

｜動 tll ノ t〆 域テ 雨地 ノ 夫 レ 牧 ス、 、
ヲ ノ 地是 ヨ J、 1也弱 惨 レ ヲ 田伊

戚 南震等 南 方線航各生川香

ス 西 ノ ノ 推西 一一
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ノ レ 偶 ノ 第 ノ 連 附井阪 ノ 候八 Jレ

低 Jレ此部三 J、水 近郡田 J、 J、 キ コ

地震等落 ノ 伊 ヨ ヲ 遮郡東伊モ
｝ ー 波諸 ノ モ 吹 過水柏方 吹莫大

数 二部惨 ノ 地南 キ 村原
一
地被ナ

戸 由落扶 J、 裂徴園今 ノ ア裂害

ノ ノ ヲ 第線東友 ヨ 南 線地 ジ

金誘他極ニ
一一
ーー 方テ

一一
帯 J、

潰戚 ノ メ ヨ犬 同 向 至南 一一 東併 ヲ 地

家 1也地ジ ノ ジ ヒ Jレ東至浅走検盤
屋震弱 J、 断 グ 菅 モ

一一
井 シ スー ／ 

ヲ手::J 線其裂地根
、

ノ 向某郡一 Jレ軟

見勺上震線髄ヲ 一一
ヒ 延留イ傑 → ー ~~ 

タ ;:;. 一→ 因 ノ ノ 過 ミノ 惨長 目 J、 白
一一＝「

Jレ＆.位裂ー原キテ劇約ニ北ラシ

J、何セ線ニ構長其ノ十起徹三 テ l
震 EユO ル上該造 i賓越中七リ西イ傑著
前、モロー ヵニ嘗ニノ長必粁被ヨノジ
"" ヨ 玄銭位 ス 於西約 タ
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） 、
ヲ
一一
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一一
粁 ジ ス 甚微線水、

生作
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カ

Jrlハニ 一一
存 ノ、 、 、

ノ ジ 源 Jレ寺構第 第五 ノ ジ 定 ス 伏、

ムハ七
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一
大造一三村地零 レ Jレ 在

｜向由
、
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前向技建前 ' ケ Jレ／腎由 手 ヲ離東

山 該師 ーー 火 ル震 ・' 美要 レ 一
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分 ー則且えA アーー・ 上劇 嘗地 山 石

東 後佐ナ
ーー
烈｛ ジ ヒ地 地

六
八



大
丸

最百精中

モ 四 圏央

低十形火

グ 五 ヲ 孔、
佐米呈正

藤飴 ν －＇，、

技ナ北奮

旨市

巡 ト口

同 スノ、
ノ 其束中

際火 ノ 央

J、孔長

｜此壁径

ヨ

火I J、六少

孔南百シ

ノ 東六 グ
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一一 ＿，、 キ作破 ノ 積此テ
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ジ’ レ 一一 J、 ？宰 所填
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ノ 岩石水四 Jレ ヲ ア レ
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ン 々 岩其年 Pレ Jレ 一一 北

タ ノ 他ー ，、、 一一 中東
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溢芹克 ヨ ナ レ火 ノ
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一 Ill 日 之粗 l 
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岩火 ノ Jレ Jレ 勤前 中 安 Jレ セ、
塊孔破 一一 火黒 了 橋高 山

、 ブ ノ分

J、 内裂属焔煙 測崎岩 ヲ レ タト 三

火 ノ J、 ジ / ノ 戸候方 ナ

孔熔所既 P責噴障所面 Jレ草 山秒、、
ヲ 岩謂往 出 出 子長 ノ 之 一一

及東

中塊爆十 ス 実~！ ノ 地 ス ヲ 其ー経、
il.) ヲ 護飴 Ji, 士ノt 、 ジ 報表天構西 ノ 約

破性年 ヲ
一
グ 止ロと

一一
明 成部 中 百

ジ 砕破 I間 見 濯震 一一
ノ、 一 セ ヲ 央三一一

ア ジ 裂
一
タ 地動依 至年 Jレ 残 火十
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国 モ シ タ ノ 火 ーー 十
一一 出

J、 過 ヨ 一一

一
ノ 地雪如 災於二 之 セ 主 キ リ 十

落 一一
1ず γ ニI'・

一一
ア 月 ヲ Jレ サ 成一
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多 タ ノ プ 有， ナ 1孟強 藤複頭 グ 火、
グ JI〆 潟今 ノ ア 宇矢 キ グ 輝 一一 破山
J、 熔 ーー 同 コ サ タ r！鳥 安石分壊 －＇・、



昇候大際北千鯨域 J 、
、
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シ 所 ナ ジ 東葉山 J、 直得 Jレ朱布色

ツ ノ フ ア 南牒形甚径へ 大 ノ ス織、
、 自 ス 地 ノ 下南 タ 約 グ 小張 ル密、 、
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一一

一一
七 タ 〆」，、 ノ ヒ 東対 ア 千 山 レ 形斜、
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俄後 Jレ

一
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直頃 、 z唖z三P £]- ノ 奈城 ヲ 黒占共落 入
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ケ 崎形地 ノ ｝レ シ 水 ヲ、
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然所大灰

一
夏林下内 降 J、 JI- 所降、 、
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ス態正前方 一一

ジ
一一

→ 一 述 面向
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